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第４回 双葉町復興推進委員会 議事録 

 

■日 時 ： 平成 26年 1月 17日（金） 午後 1時 00分～4時 30分 

■場 所 ： 双葉町いわき事務所 2階大会議室 

■出席者 ： 双葉町復興推進委員会委員 

事務局（双葉町復興推進課） 

（参照：第 4回 双葉町復興推進委員会座席表） 

１．開会  

【事務局 山本 一弥】 

 私、復興推進課の山本です。第 4 回目の双葉町復興推進委員会を始めていきたいと思います。

本日、町側の出席者は町長以下お手元の座席表にお配りしました通りですので、ご覧ください。

それからさらに、関係機関との連携を図るという意味から、国の復興庁及び福島県の方々にご陪

席をいただいております。よろしくお願いしたいと思います。 

 

２．町長あいさつ 

【事務局 山本 一弥】 

   それでは、続きまして第 4回委員会に先立ちまして町長より一言ご挨拶を申し上げます。 

【伊澤 史朗 町長】 

 みなさんこんにちは。本日は大変お忙しい中、第 4回目の双葉町復興推進委員会にご出席いた

だきまして誠にありがとうございます。 

東日本大震災及び福島第一原子力発電所の事故から 3度目の正月を迎えました。この年を迎え

るにあたり、私は職員の訓示の中で、今年は双葉町にとって本当の意味での復興元年としていき

たいと申し上げました。そのため、この委員会の提言を受けて、町民のきずなの維持発展や町外

拠点の整備、町民一人一人の生活再建に向けて具体的な取組を事業計画として取りまとめ、双葉

町の復興を目に見える形で加速化させていきたいと考えております。本日は、世代別会議、ワー

クショップでの意見のとりまとめの結果、また、インターネット、ホームページでの意見、復興

庁、福島県の合同で実施した住民意向調査における自由回答を整理した内容を事務局から報告さ

せていただくとともに、事業計画に盛り込むべく施策の素案について、ご議論をお願いしたいと

思います。次回に取りまとめをお願いしている事業計画に盛り込むべき施策の提言に向けて忌憚

のないご意見、またみなさんのアイディアを頂戴したいと思いますので、よろしくご審議をお願

いします。 

真の復興元年として、町民の皆様と行政との協働のもと、町民一人一人の復興と町の復興を目

指していきたいと考えておりますので、委員の皆様のさらなるご指導、ご協力をお願い申し上げ

まして、第 4回の復興推進委員会のご挨拶といたします。本日はよろしくお願いいたします。 

 

３．議事 

（１）世代別会議、インターネット掲示板、住民意向調査の町民意見結果について（報告） 
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【事務局 山本 一弥】 

 それでは早速議事に移っていきたいと思いますが、議事の進行は間野委員長にお願いしたいと

思います。 

【間野 博 委員長】 

 はい、みなさんこんにちは。お忙しいところ集まっていただきましてありがとうございます。

今日 1月 17日は阪神淡路大震災が起こった日でして、阪神淡路の方はすっかり復興したように

見えますが、実際には復興災害と呼ばれているのですが、いくつか未だに問題を抱えているとこ

ろがあります。今回の東日本大震災の復興で、ぜひそういうことがないような形で、よい復興に

向けて進めていきたいと思っておりますので、みなさんご協力をお願いいたします。 

それでは、第 4回ということになっております。本委員会は、今年度 3月までは、来年度から

たちまち力を入れて取り組むべき施策、これについて提言をまとめるということになっておりま

す。従いまして、第 2回目は、きずなの維持・発展ということで議論をしていただきました。第

3回目は町外拠点と生活再建ということについて議論をしてきております。本日の委員会は、こ

の 2回のみなさんからいろいろ出していただいたご意見と、この間に世代別会議とかインターネ

ットでの意見募集、アンケートの中の自由意見でいろいろなことが書かれております。そのあた

りを参考にしてこの来年度から取り組むべき施策について、とりまとめの案を事務局の方につく

っていただいております。今日はそれについて議論をいたしまして、次回の 2月 5日に予定され

ております、第 5回委員会でとりあえず第一次の提言、来年度に向けた施策の提言ということで、

まとめたいと思っております。ただ、今回たたき台をみなさんに事前に送ることはできておりま

せん。従いまして、今日初めてみなさんに説明するということで、この場で議論が十分できると

はなかなかいかないと思いますので、今日はともかく説明を聞いていただいて、それに対して今、

思うことについて意見をいただくのですが、その後持ち帰っていただきまして、後日指定した日

にちまでの間にさらにご意見をいただくという形で今回やらせていただきたいと思います。それ

をもとにして、2月 5日に向けたとりまとめの案を作るというようなやり方で進めたいと思って

おります。時間が限られておりますが、ぜひみなさんに発言していただきまして、実りある会議

にしていきたいと思っておりますのでよろしくお願いいたします。 

 早速中身に入りたいと思います。初めに世代別会議、インターネット掲示板、住民意向調査の

町民意見結果について、事務局の方から報告をいただきたいと思います。 

【事務局 駒田 義誌】 

 はい。復興推進課長の私駒田の方から、資料 2、3、4につきまして、ご報告ということで、簡

潔にご紹介申し上げたいと思います。今しがた委員長からありました通り、昨年この委員会でご

議論いただくほか、町民の皆様の世代別ワークショップという座談会をやっておりました。そこ

での意見の整理をいたしました。それとあとは、町のホームページでも意見をいただきました。

また、復興庁、福島県と共同で行いました住民意向調査、アンケートの数字の結果は、12 月の

委員会でご報告いたしましたけれども、アンケートには自由回答ということで、町への要望とい

ったところを書く覧がございました。そこの方を事務局で整理をいたしました。そのポイントを

まとめましたのが、資料 2というものになります。 

 まず 1 ページ表紙を見ていただきますと、ワークショップにつきましては、11 月 15 日から、
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12月 8日にかけて、全 9会場で行いました。延べで 128人の町民の方にご参加いただきまして、

全部で 620 件の意見がございました。ワークショップの意見の中身につきましては、資料 3 と

いうちょっと厚めの冊子をお配りしておりますけれども、資料 3のワークショップで町民の方か

ら寄せられた意見・提案という形でまとめております。全てを説明する時間はございませんので、

構成だけ今ご説明申し上げたいと思います。ページをめくっていただきますと、目次がございま

して 11月 15日の加須市を皮切りにして 12月 8日のいわき市まで全部で 9回の会場の意見とい

うのを整理をしております。ページをさらにめくっていただいて、2 ページを見ていただくと、

まず 11月 15日の加須市で行われた会場の模様が載っております。こういった形で、まずはワー

クショップでどういう雰囲気だったのかというところをご紹介をさせていただきまして、右側の

ページ以降、それぞれワークショップでは、テーブルを囲んで、付箋に意見を書きだす形でご議

論いただきました。その付箋の中身を事務局の方でワープロに打ち直しまして、それを整理した

ものを 3 ページ以降にグループごとに出てきた提案という形で整理をしてご紹介をしておりま

す。最後に会場でとりましたアンケートの中でも出てきたご意見というものを整理して取りまと

めるという形を 9会場分行っております。その結果が、資料 3というものになっております。続

きまして、資料 2に戻っていただきまして、そこの付箋で出てきた意見が、620件ございました。

この他に町のホームページでも 12月 4日から 1月 5日にかけて、復興掲示板というものを開設

いたしまして、そこでもテーマ毎に意見を求めました。これにつきましては、全部で 8名の方か

ら 22 件の意見をご投稿いただきました。それが資料 4 という形で整理をしております。資料 4

で 8名の方から寄せられた意見の全文を掲載してございます。さらに 10月 10日から 24日まで

行いました住民意向調査、そこででてきた回答の中で自由回答を書いていただいた方が 799名お

られました。全てつけると相当大部になりますので、そこからのエッセンスを抽出した形で資料

2の 2ページ以降に、テーマ毎にこれまでの 3回の委員会でいただきましたご意見、またワーク

ショップ全 9回で付箋に書いていただいた意見を整理したもの、さらにインターネットで投稿さ

れた意見、さらに住民意向調査の自由回答として記載していただいたもの、そこから共通項とな

っているような事項を、整理をいたしました。この意見から導き出されるこれからやっていかな

くてはならない施策をこれからご説明する資料 6 という中の提言のとりまとめの素案という形

の中に、そのあたりのことを反映させております。今日は時間が限られておりますので、資料 2

の中身のポイントの説明は資料 6とあわせてご説明を申し上げたいと思いますので、まず今の議

事の中では、全体としてどれくらいの数のご意見があったのかということをご報告させていただ

きます。以上です。 

 

（2）事業計画に盛り込む事業の素案について 

【間野 博 委員長】 

 はい、ありがとうございました。ということでこれは資料として重要なものですけれども、今

日の議論については、後で出てまいります、資料 6が議論の対象になります。従いまして、次の

議題にそのまま入りたいと思います。事業計画に盛り込む事業の素案について審議をしたいと思

います。事務局の方でたたき台を作っていただきました。たたき台の中身がかなりたくさんあり

ますので、いっぺんにやると収拾がつかなくなると思いますので、第 2回、第 3回で議論してい
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ただいた、3つのテーマですね。それぞれについて今日は分けて説明をして議論、説明をして議

論という形にしていきたいと思います。ということで、まずとりまとめの進め方の第一のテーマ

である、町民のきずなの維持・発展ということについて、事務局の方から説明をお願いしたいと

思います。 

【事務局 駒田 義誌】 

 引き続きまして、事務局からご説明を申し上げます。まず資料 5ということで、この提言の位

置づけ、全体像からまずご説明申し上げたいと思います。この資料 5というのは、第 1回目の委

員会でご説明したものを、若干の時点修正をさせていただいたものになります。横の一枚もので

ございます。資料 5 を見ていただきますと、この委員会では 10 月から 12 月にかけまして、き

ずなの維持・発展、また町外拠点の形成、生活再建についてなどを議論してまいりました。この

委員会は、先ほど委員長のご挨拶の中でもありましたように、第一期といたしましては、来年度、

26 年度から早急に事業をしていかなくてはならない、今の生活をよりよい形に改善していくた

めに、どういう取組が必要かと言う、まず早急にしなければならないことを中心に議論したもの

を提言としてまとめていただくということで、議論を進めさせていただきましたので、今回、後

ほどご説明いたします資料 6につきましては、基本的にこれまで議論していたテーマに絞った形

で整理しております。この委員会では、4月以降は第二期といたしまして、町の復興、双葉町の

帰還、魅力ある町の再興をどういう形で行っていけばよいのか、また復興公営住宅を中心とする

町外拠点の動きというのもさらに進捗していきますので、その進捗状況の把握といった、長期的

なスパンの議論を含めた形のものを第二期という形で移行していきたいと思いますので、今回、

今日ご審議いただくテーマというのは、これまで議論してきた 3つのテーマに絞った形で提言を

まとめていただければと思っておりますので、この点をまずご理解いただければと思います。あ

わせて長林委員に委員長をしていただいている津波被災地域復興小委員会については、別途動い

ておりまして、こちらについては、4月以降に国の様々な動きを見定めながら、事業の具体的な

計画を議論してまとめていくということで、小委員会のスケジュールとなっておりますので、津

波被災地の部分とは別に議論されているということで、ご理解を賜れればと思います。今回ご議

論いただいて、2月 5日に第 5回を予定させていただいておりますが、第 5回で提言をおまとめ

いただきましたら、町の方としてその提言を受けまして、3月までに具体的な事業計画という形

で決定して、来年度の具体的な事業にこの提言を結び付けていきたいと考えてございます。そう

いった位置づけのもとで、今回の第一期の提言書という形で載せていくような具体的な事業につ

いて、先ほど申し上げました様々な委員会での議論、町民の意見から、こういったものが考えら

れるのではないかというところを整理したものを資料 6でご説明させていただきます。その意味

では、今申し上げましたように、この提言書というのは、第一期の提言でありますので、1ペー

ジ目の部分にあります通り、提言書の中身というのは、提言のテーマと書いてある通り、町民の

きずなの維持・発展について、町外拠点におけるコミュニティの形成について、町民一人一人の

生活再建について、という大きく 3つのテーマにそった形で整理をしております。それぞれを復

興まちづくり計画で書かれた方向性、そして今回の委員会、また世代別会議、座談会で出てきた

意見、住民意向調査で出てきた意見、そういったことを整理いたしまして、その結果をもとにこ

ういうことをやっていったらよいのではないか、という提言という形の構成にしたいと考えてお
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ります。2ページをご覧いただきたいと思います。具体的な中身につきまして、委員長からお話

がありましたように、町民のきずなの維持・発展について、というテーマについて整理をしたも

のをご説明申し上げます。 

 まず、（1）として町民の交流機会の確保についてということで、まず①自治組織の立ち上げ、

行政組織・自治組織の在り方についてということで、復興まちづくり計画の中では、避難先にお

ける自治組織の立ち上げなどを支援していくという方向性が示されております。それに対して具

体的な取組をどのようにしていくのかということに関して、今回でてきた意見をご紹介申し上げ

ますと、まずは今住んでいるところの自治会の立ち上げ、すでに立ち上がっているところもあり

ますが、立ち上がっていないところについての自治会の立ち上げといったところ。また、自治会

に入っていない人もたくさんいらっしゃるので、こういった人をどうしていくのかということ。

今自治会は仮設住宅、借上げ住宅という形で作っておりますが、今後持家の人がどんどん増えて

くる中で、ある程度住宅に関わらず、まとめた形の組織も必要ではないかというご意見。また、

町役場に担当者を決めた方がよいのではないか、また自治会の定例会などに町役場の職員を参加

してはどうかというご意見もありました。さらには自治会長に責任を持っていただくとともに、

それに見合った形で報償のようなものを考えていくべきではないかという意見もございました。

さらには、自治会ではなくて、双葉町時代の行政区の会合について、行政区長さんのお骨折りを

いただいて、行政区長会をやっておりますけれども、そういったものに対する助成といったもの

が必要ではないかというご意見もございました。さらには、自治会のNPO化というものを検討

したけれども、なかなか運営に不安があるというご意見もございました。そういった点を踏まえ

まして、Cの提言というところにありますけれども、まず当面強化していかなくてはならない点

として、全部で 7つの項目を提言案としております。1つが自治会の無い地域に自治組織の立ち

上げを支援していくということ、あとは今の自治会の活動というものをしっかり町民にお知らせ

して広報をしていくということ、それに伴って自治会への加入を促進していくということ。3点

目として将来的には仮設住宅や借上げ住宅、また持家など、住まい方の区別なく参加できる組織

を作っていくこと。4つ目としては、自治組織と町との連携を確保していくとうことで、例えば

自治組織に対する町からの情報提供であるとか、町役場からの担当の明確化を図っていくという

こと。自治会長の責務を明確化する、それに対して自治会長に対する報償の制度化を図っていく

べきではないかということ。続きまして行政区総会に対する支援ということで、例えば参加費の

一部助成のようなことを考えていくべきではないかといったこと。続いてコミュニティ作りに資

する、自治会ではなくテーマ毎とか、そういった形のNPOなどの動きがあるのであれば、側面

支援が必要ではないかといったこと。こういったことが当面強化していく事業取組として整理で

きるのではないかと考えられるのですがいかがでしょうか。 

 続きまして 3ページ目になります。交流イベントの実施促進ということで、復興まちづくり計

画の中では、交流イベントの企画に対して様々な支援をしていくべきだという方向性が示されて

おります。これに対して Bのところに書いてある、町民の主な意見といったものは、やはり仮設・

借上げ問わず住まいを超えた集まれる場が必要ではないか、また交流イベントがあるのだけど、

足が無い、バスの確保が必要ではないかというご意見。また、先般行われましたダルマ市といっ

たイベントに対して助成を継続していくべきだといったこと。あと、集まりといっても、例えば
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趣味ごとであるとか、若い世代・高齢者であるとか、そういった人達の集まりも必要ではないか

といったこと。あとは広報が分かりやすくないとイベントをしても参加者が集まらないのではな

いかといったご意見。さらにはそういったイベントや懇談会といった情報を県外を含めて広く町

民に知らせてほしいといったご意見が出ておりました。こういった点を踏まえまして、Cの提言

といったところで整理をしておりますけれども、まず 1点目としましては、仮設住宅のイベント

などにも、借上げ・持家に住む方も参加しやすくなるような情報提供の充実といったこと。あと

は、県内外に住んでいる方に対して、様々なイベントの開催情報を提供していくといったこと。

あとはイベントに際して送迎バスなどの運行支援をしていくといったこと。また、ダルマ市など

の町民主催のイベントに対して助成を継続拡充していくことや、こういった主催団体をしっかり

組織化していくことが重要ではないかといったこと。また、若い世代、高齢者など特性に応じて

集まりやすいような開催の工夫が必要ではないかといったことが当面強化していくこととして

考えられると思いますがいかがでしょうか。 

 続きまして 4ページになります。交流拠点の確保ということで、ここでは、復興まちづくり計

画の中では、町民の交流拠点の設置を支援していくという方向性が示されております。これに対

して、Bの町民のご意見という中で、今回出てきたご意見を見ますと、例えば、双葉町として人

が集まることができる場所、また双葉町が発信できる場所が必要であること。それは、いつでも、

だれでも、気兼ねなく愚痴が言える場が必要だということ。その際に、自分達で整備する時にい

ろんな支援をというお話があった一方で、誰でも気兼ねなく自由に使える場ということであれば、

町が責任を持って整備していくべきだというご意見もございました。さらには、地方ごとに、ブ

ロックごとにこういった拠点が必要ではないか、というご意見。さらにそういった拠点を使って、

子育て、高齢者とかそういった世代ごとに集まる場を作っていくべきだというご意見がございま

した。これを踏まえまして、取組として整理される点といたしまして、まず 1点目としましては、

県内外の地域ごと、例えば町民が多いいわきであるとか、郡山、また加須など、また複数あると

思いますが、そういったところに仮設・借上げ区別なく町民誰でも使えるような交流拠点を設置

したらどうか。2点目としては、そういった交流拠点を町民主体で管理できるような仕組みが必

要ではないかといったこと。3点目として、その交流拠点を活用して、いつでもだれでも気軽に

集まれるようなオープンな交流の場ということでサロンやカフェというようなものを考えてみ

たらどうかということ。4点目としては、交流拠点を活用して、まさに趣味ごとであるとか、年

齢ごと、世代ごとのような、集いに対して企画を支援していったらどうかということを、強化し

ていくべき事業取組として考えられますがいかがでしょうか。 

 続きまして 5ページになります。町民同士が連絡を取り合える仕組みの構築ということで、こ

こはまさに電話帳の議論がございました。電話帳につきましては、特にワークショップの中でも

様々なご意見がございました。電話帳をぜひ作るべきだというご意見。一方で、やはり電話番号

が出てしまうとそこが悪用されたりして心配だと。電話番号は今に役場にお問い合わせいただけ

れば、仲介できる仕組みがございますので、それを利用すれば足りるのではないかというご意見。

さらに、住所、電話番号全てが必要ではなくて、可能な範囲で、例えば、一番問題なのは、同じ

町に町民がいるかどうかがよく分からないというご意見がございました。その意味では、市町村

ごとに名簿を整理すれば、それで足りるのではないか、というご意見もございました。そういっ
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た点を合わせて、参考でグラフであるように、実際住民意向調査の結果でみても、電話帳の作成

は必要ないというのは 5 割を超えているという事実もございます。こういった点を踏まえると、

この問題につきましては、5ページの下の方に整理しておりますが、個人の電話番号を記載した

電話帳には慎重な対応が必要ではないかと。一方で、近くにいる町民を知ることができる方法と

して、避難先の市町村ごとに町民の所在情報を整理した名簿を作成してはどうかといった取組が

考えられますがいかがでしょうか。 

 続きまして、6ページ、情報提供ということで、広報紙の充実ということです。この点につい

ては、広報紙の充実を図っていくということは、復興まちづくり計画でも方向性が出ているわけ

ですが、その具体的な内容として、今回ご意見があった点といたしましては、例えば、今月二回

広報紙もしくはお知らせを送っていますが、重要なお知らせはその都度送ることが必要ではない

かといったこと。また、封入物がたくさんだと読まれないのではないかといったご意見。また、

広報紙の中身としては、今月から始まりますが、出生・死亡欄の掲載であるとか、各地の催し物

をもっと掲載してはどうかというご意見。また、町民の近況を報告している「ふるさと絆通信」、

こちらをとりまとめた増刊号を作るであるとか、そういったご意見。また、情報提供の方法とし

て、自治組織、自治会を使ったらどうかというご意見もございました。この点を踏まえまして、

C の提言というところ、6 ページの下に書いてありますが、1 つは、紙ベースという特性を生か

しまして、町民の近況を知らせる「ふるさと絆通信」、また、自治会のイベントや活動などの情

報を提供する広報ふたばだけでなく、今回からコミュニティ情報紙、「ふたばのわ」というもの

もお配りしておりますけれども、そういったものをもっと充実させていくべきではないかといっ

たこと。また、複数の情報をまとめるとどうしても遅くなったりであるとか、重要な情報を見落

とすきらいもあると出ておりましたので、例えば、もう少し頻度を見直していくであるとか、も

う少し自治会をうまく使っていくとか、そういうことを考えていくべきではないかといったこと

が当面の強化していく取組として考えられますがいかがでしょうか。 

 続きまして、7 ページになります。「ホームページやインターネットの活用について」という

ことで、この点につきましては、ホームページを活用していこうということで、方向性はでてい

るわけですが、この点について、町民のみなさんのご意見を見ますと、若い人はみなさんホーム

ページやフェイスブックを使っているということで、そこの活用は評価されているわけですが、

どうしてもインターネットを使えない方がたくさんいらっしゃると。そういった方々にもう少し

フォローが必要ではないかというご意見が出ておりました。その中で、タブレットの扱いですね。

他の町はタブレットを配っているので、タブレットはどうかと、ワークショップでも話題となり

ました。タブレットにつきましては、先行して配った際には、なかなかお年寄りが使いこなせな

くて「タンスのこやし」になっているという意見もあった一方で、丁寧にきちっと使い方を教え

れば、使えるようになるのではないかというご意見もありました。そういった点を踏まえると、

7 ページになりますが、1 つは、インターネットは引き続き使って、フェイスブックといった新

たなツールも使って、迅速な情報を提供するということは引き続きやっていくべきだということ。

さらにインターネットの特性を使うと、テレビ会議ができたりであるとか、町のイベントの様子

を動画という形で、映像で見せたりであるとか、そういったこともできます。そういったことを

もっと充実させていってはどうかといったこと。先ほど言ったように、タブレットを新たに導入
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することを考えてはどうか。その際には高齢者などへの講習をしっかりと充実させて使えるよう

な形に持って行ってはどうかということ。4つ目として、インターネットを使えない人は紙の情

報が大事なので、引き続きやっていくことと、インターネット以外の手段で何かよい方法を考え

ていくべきではないかといったこと。例えば、コミュニティ FMのような方法もあるかもしれま

せん。そういったことを考えていくべきではないかということを来年度以降、強化していく取組

として考えてはどうかと、整理いたしましたがいかがでしょうか。 

 続きまして 8ページになります。歴史・伝統・文化の記録と継承についてということで、ここ

の中では歴史・伝統・文化をしっかり記録をしてそれを後世に残しておくということが方向性と

して示されております。それに対して今回、ご意見としていただいていた点といたしまして、ま

ず学校再開に合わせてしっかり町の文化教育をしていくべきだということ。また、町で暮らして

いたことを知る様々な品などを集めたアーカイブといった整理をしっかりしていくべきではな

いかということ。またこういう文化を引き継ぐためにサークルの立ち上げ支援や生涯学習の環境

作りが必要ではないか、といったこと。先ほどのイベントと重なりますが、やはりダルマ市とい

った伝統文化を消さない、絶やさない、続けていくといったことをしっかりやっていくべきだ、

というご意見が出ております。この点を踏まえまして、今後の取組として強化していくべき点と

いたしましては、まずは再開する学校や若い人が集うイベントの中で、若い人に対する、歴史・

伝統・文化をしっかり継承していくべきだということ。2点目としては、デジタル技術を活用し

ながら、町の歴史・伝統・文化であるとか、町の暮らしといったものの双葉町のアーカイブ化と

いうものを取り組んだらどうかということ。3点目としては、生涯学習また交流イベントなどと

連携しながら様々な学びの機会を作っていってはどうかということ。4点目としては、ダルマ市

への継続的な支援をしっかり行っていくということ。こういったことを強化していく取組として

考えられますがいかがでしょうか。 

 9ページ目になります。（5）として、避難先住民との交流の促進についてということで、ここ

で出てきたご意見としましては、やはり避難先で行われる様々なイベントに対して町民ももっと

参加していくべきではないかということ。また、避難先のみなさんとの定期的な交流の場を長く

続けていくことが大事だということ。また、仮設住宅といったところでの環境整備、例えば白河

で行っている花壇作りといった、そういった取組をもっと地域のみなさんにも理解してもらうよ

うなこと。また、町からも避難先の住民にもっと正しく理解してもらうようなアナウンスが必要

ではないかというご意見もございます。こういった点を踏まえますと、今後取り組んでいくこと

として、1つは避難先で行われるような様々なイベントも周知をしていくこと。また、町で自治

会が行うような双葉町のイベントに地域のみなさんも参加いただけるような広報、町としても例

えば避難先住民にもっと発信していくとか、そういったことをやっていってはどうか。また、避

難先とみなさん自治会とかで交流活動を様々されているということをもう少し取り上げて発信

していったらどうかということ。こういったことが強化していくべき取組として考えられますが

いかがでしょうか。 

 最後 10 ページとなりますけれども、震災・事故の教訓の記録と継承ということで、この点に

ついては、みなさんのご意見としては、やはり被災体験をきちっと記録、特に音声に残していっ

てはどうかということ。また、それをきちっと全国に発信していってはどうかというのがご意見



 

9 

 

で出ておりました。こういった点を踏まえますと、町民参加による被災体験の収集など、震災・

事故の記録や教訓をしっかり記録していくということ。またそれを、デジタル技術を活用しなが

ら、アーカイブ化を行って、その成果をしっかり発信していくといったことが今後重点的に強化

していく取組として考えられますがいかがでしょうか。以上、第一のテーマにつきまして、町民

の皆様のご意見から、今後強化していくべき点として考えられる点で整理させていただいたもの

をご報告させていただきます。この点について、特に C提言の案につきまして、様々なご意見を

頂戴できればと思います。以上です。 

【間野 博 委員長】 

 はい、ありがとうございます。説明が長くなってお疲れだと思いますが、今から最初のテーマ

ですね、「町民のきずなの維持・発展」についてご意見をいただきたいと思います。一番大事な

ところは、この委員会が最終的に町に対して出すものは、Cのところ「提言案」と書いてありま

す。これが委員会としての総意と言いますか、合意した提言であるということになりますので、

このＣのところがこれでよいのかどうか。足りないものが無いのか。あるいは自分が言った意見

とはちょっとずれているのではないかとか、これでよいかどうかということを、議論していただ

きたいと思いますがいかがでしょうか。どなたからでも。特に町民のきずなということで、特に

仮設の自治会の会長をやられている方とか、行政区の区長をやられている方とかが特に関心のあ

るところかと思いますが。どなたからでもよいですが。 

【岡村 隆夫 委員】 

 それでは順番も違うという意見もありますが、まずきずなというのは人間同士の情報交換を含

めたつながりだと思うのです。後から出てくると思うのですが、電話帳の問題であるのですが。

このきずなを作るための中に電話帳の問題の位置づけがあるのかなと思っているのですが。 

そこで、今、電話番号の問題の議論はあると思いまして、情報が流用して悪用されるという問

題もありまして、今の県単位でもよいのですが、双葉の人たちがどの辺に誰々さんがいるよとい

う情報は出すことができないかと。そうすることによって、東京の私らの近くにいるようだから

ちょっと電話番号を教えてほしいというようなことをやってつなげていくということが、きずな

の基本的なことがあるのかなという気がします。地域の名簿みたいなものですね。電話番号とか

住所録とかはまだ作る必要は無いかと思いますので。そんな話をさせていただきます。 

【間野 博 委員長】 

 5 ページの提言の所に 2 つ「○」がついていて、2 つ目のものが、今岡村委員がおっしゃった

内容のものだと受け止めていいですかね。近くにいる町民を知ることができる方法として、避難

先の市町村ごとに所在情報を整理した名簿の作成と。所在情報というのは「何とか市に何とかさ

ん」という、そこまででよいじゃないかというご意見ですね。電話番号とか、細かい住所とか入

れずにですね。 

【岡村 隆夫 委員】 

 はい。  

【間野 博 委員長】 

 というご意見でした。他、いかがでしょうか。はいどうぞ。 

【高田 秀文 委員】 
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 郡山の県中地区の自治会なのですけれども。自治会にみなさん参加してほしいというのは、自

治会の運営側としてはそうなのですが、今まで町の広報でも、町としても、こちらから依頼して

広報に載せてもらったり、そういうことはあるのですが、町の広報とかフォトフレームですか。

昨日私も久々に見たのですが、いろいろと自治会の催しものが出ているのですけど。正式な広報

で、こういう自治会があってこういう活動していますというのをきちっと出してもらうと、みな

さんも今後町で運営されるか、このまま自治会でやっていくのか分かりませんけれども、そうい

った町としてバックアップしてやっていくのだということを住民の方にお知らせすれば、安心し

て逆に住民の方から自治会の方に連絡をよこしたり、実際、そういう面も私たちの自治会でもあ

りますので、そういうことを町の方でもっと積極的に推進してほしいということがあります。 

【間野 博 委員長】 

 ありがとうございました。少なくとも「こういう自治会があって、そこの連絡先は誰それさん」

みたいなことくらいは、一覧表に載っていて良いような気がします。よいご提案だと思います。 

【小川 貴永 委員】 

 郡山に避難しています、小川です。自治会の話なのですが「そもそも自治会って何なのだ」と

いうところから始めないとならないと思うのです。自治会自体をしっかりとした組織立てをしな

いといけないというのがあると思います。 

それと、結局、窓口ですね。役場の方の体制も郡山支所といわき本所と、連絡がスムーズにい

っているのかということもあります。それと、郡山地区もそうなのですが、郡山市の行政とか、

県の方にもお世話になっています。これらとの連携がうまくとれていないと。ですから、窓口が

どこに相談しても情報の共有というのが必要だと思いますので、そこの連絡体制をしっかりして

いただかないと、結局問題が起こった場合に、かなり大事になってしまうと。その頃に対処して

も手遅れになってしまうことが多々あったと思いますので、その辺をきちんと組織立ってしてい

ただきたいと思います。 

それと、地域の住民との交流という話があったのですが、これは確かに理想だとは思うのです

が、最初の方は近隣に川内村とか富岡町とかそういった仮設住宅がありますので、お誘いもして

いたのですが、住民もいろんな方がいらっしゃいますので、かえってトラブルになってしまうと

いうことがありまして、積極的には誘わないようにしています。以上です。 

【間野 博 委員長】 

 ありがとうございました。他はいかがでしょうか。自治会のことが出ていますが、イベントの

関係が次にあります。イベントに関してとかいかがですか。 

【岩元 善一 委員】 

 大変申し訳ないのですけれども、一つ一つ順序だててやっていった方がよいと思います。後ろ

の方にいったり前にいったりするのではなくて、たとえば、最初に町民のきずなの維持・発展に

ついて、これを検討して、また終わったら次に行くというふうにした方がいいのかなと思います

が、どんなものでしょうか。 

【間野 博 委員長】 

 そうですね。意見が出にくい気がしますので、そのようにしましょう。 

たまたま今、どちらかというと 1 の（1）町民の交流機会の確保についてということの中の自
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治組織の立ち上げ、行政区組織のあり方についてということで、今いくつかご意見をいただいた

ような気がいたします。それから、電話帳のことに関しては、あとの方で出てきたものになりま

すね。5ページですか。ということですが、まず自治会の立ち上げ、行政区組織・自治組織のあ

り方について、ということで、2ページの下の方に提言で 7つですかね。今後強化すべき施策と

いうことが出ていますが、これについていかがですか。 

【岩元 善一 委員】 

 各地区に自治会があって、自治会に参加できる人は何ら問題ないのですよね。参加できない人

をどうするかということなのです。借上げ住宅ばかりでなくて、仮設住宅でも出ない人は全くで

ない。交流会を立ち上げれば、参加する人は参加する。参加しない人は何にも出てこない。こう

いう人たちをどういうふうに引っぱっていくかということだと思います。以上です。   

【間野 博 委員長】 

 これも何か考えなければいけないですね。他はいかがでしょうか。よろしいでしょうか。次に、

交流イベントですが、5つの提言が出されています。 

【谷 充 委員】 

 白河の谷です。交流イベントということで、出たようですけれども。先だってダルマ市、いわ

きの仮設でやりました。その時に、バスに乗る人数を決めて配布したのですが、うちの方からゼ

ロ、最終的には中通りからゼロ、というお話を聞きました。やはり、こういうイベントは確かに

中通りから浜通りまでバスで来るといっても、少なくても 2時間から 2時間半はかかる。往復 5

時間かかる。わずか 1時間のもので 5時間の往復ということになりますと、やっぱり年寄りが嫌

がるというか「私行かないよ」ということが白河ではありました。本来ならば、バスは定員分く

らい乗ってくれれば一番よいのですが。やはり、時間がかかるということで、行きたいのは、や

まやまですが、みなさん参加しないようでした。 

白河は、イベントをやるたびに、地域住民にはお知らせを出しています。最初にそういうこと

を出さないと、例えば、町であるせんだん太鼓とか、太鼓をたたくとうるさいと周りから来るの

です。言われる前に、こちらからお知らせを出すということになると、さほど文句は来ない。黙

ってやると何か言いたがるのですね。まず、そういうことを言われないように、先方私たちの方

から配るということでやっていると問題もない。地元の区長さんも通して、チラシを回覧板で配

ってもらうということでやれば、なお一層よかったみたいですね。うちの方では、ここに仮設が

あるということで、地域住民と一緒になって仲良くしないと、まわりにはいくら仮設を建てても

らっても赤の他人ですから、うまく持っていくには、何かのイベントの時に招待するなりすると、

けっこう仲良くやっております。 

12 月には、北海道の方が、県内の仮設のところにお米を持ってきて餅つきをやっていただい

ております。それも最終的には、餅つくためのセット、臼杵、袴、それからセイロ、そういうも

のを 1セット、みなさんに置いていったと記憶しております。各自治会はおそらく持っていると

思います。そういう時にいろいろな方向にチラシを出すと喜んで来るのですよ。白河市の担当者

さんに出すと、市長さんが、餅を俺がつくから待っていろとか、わざわざ電話寄越すのです。白

河の市長さんは、非常にイベントとか餅つきが大好きなのですね。やる度に文書を出しますと、

積極的に来ます。それも、市長さんの都合のよい日を選んでやるということで、周りの友達も一
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緒になってわいわいと騒いでおります。来月の 8日にまた、市長さんを囲む会ということで、温

泉ですか。そこでとにかくまた交流しようということで、今企画をしております。 

【間野 博 委員長】 

 ありがとうございました。相楽さん。 

【相楽 比呂紀 委員】 

 先日、ダルマ市のお手伝いをさせていただいたのですが、昨年同様沢山のお客様がいらっしゃ

っておりました。ただ、昨年いらっしゃっていた方々が来られていなかったのが気になりました。

先程谷委員が言われたように、距離が遠いということで、無料のバスを用意してもなかなか足を

運ぶのは面倒という方々も増えているように思います。私は、震災前にも町内のイベントを数多

く企画・運営してきましたが、いつも思っていたのは、小さい町の割に、イベントを企画する団

体が多く、同じ日に重複して開催することが結構ありました。そのためお客様が分散してしまう

ということが多かったと思います。今回もそういうことが一つの要因とかんがえられると思いま

す。それでも震災前は、ついでに別なイベントにも顔を出してみるということが出来ましたが、

震災後、町民が広範囲に渡り避難しており、各地域の自治会やＮＰＯ法人がそれぞれイベントを

企画し、しかも殆どが同じ日に重なってしまうことが多くなりがちで、他のイベントにも顔を出

すことが難しいというのが現実です。もちろん各自治会等の交流は深められると思いますが、町

全体の交流という意味ではなかなか難しくなるように思います。今後町として全体のスケジュー

ル調整等を検討する必要があるような気がします。【間野 博 委員長】 

 はい、ありがとうございました。申し訳ありませんが、先に進みたいと思います。4ページで

すね。交流拠点の確保についてということで、ここでは 4つの提言が書かれておりますが、この

あたりはいかがでしょうか。 

【岩本 千夏 委員】 

 このテーマか前回のテーマかわからないのですが、言わせていただきます。私、何回目かの時

に発言したのですけど仮設から仮設への移動のバスですか、以前、加須から県内にフリーバスが

1 回か 2 回あったのかと思うのですが、そういった形でバスをとりあえず郡山の仮設にいたら、

いわきの仮設にお友達がいるから会いに行ってみようかなという形で、そういうふうな考えも、

車の移動、足が無い方は考えると思うのですよ。今回ダルマ市の例ですけど、多分みなさん寒い

からなかなか出て歩くのも億劫になると思うのですよ。うちの母もそうですし。冬場になると家

に閉じこもってしまいますし、暖かくなれば、友達に会いに行ってみようかな、という形で、出

て歩こうというお年寄りもいると思うので。本当に募集人数が少なくても車のサイズを小さくし

て行ったりとか、こういう風な以前のお友達の交流もできるのかな、と。月に 1回募集だけはか

けて、次回にしてくれませんか、という形でもかまわないので、そういう方法もあるのかなと思

いました。交流に関して。以上です。 

【間野 博 委員長】 

 ありがとうございました。足の問題ですよね。 

【岩元 善一 委員】 

 交流拠点についてですけれども、先ほど自治会に参加するという時も言ったのだけれどもね、

例えば、交流拠点を作っても、今岩本さんがおっしゃったように、足がなければ全く行かない。
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交流拠点へは、行く人だけが行く。毎回同じような人が参加する、というふうなことにならない

のか。だとすると、先ほど言いましたけれども、どういうふうな形で町民を参加させるかという

ふうなことを取り入れるべきかなと思います。以上です。 

【間野 博 委員長】 

 はい。ありがとうございました。他いかがでしょうか。はい、高田委員。 

【高田 秀文 委員】 

 交流拠点というのは、私たちも「絆カフェせんだん広場」というのを運営していまして、今は

いろいろな行事、教室とかをやっているのですね。そこに行くのはだいたい決まって来る人がや

っぱり多くて、私たちもみなさんに来てほしいということでいろいろと考えています。その中で、

社協さんにも協力してもらって、なかなか自分で来られない人には、「健康サロン」というのを

やっていまして、その時に一緒に乗せてきてもらっているとか、そういったいろいろな方々が協

力してやっていくというのが大事ですし、もう 1つは今のところは仮設がありますので、仮設と

交流拠点を今、郡山でもバスを運営していますので、そういったものを利用して、ある程度近く

の仮設に車を置いて、そこから来てもらうとか、既存でやっているものを利用した方が、あらた

めて事を始めると進まないと思うので、まずは運営されているバスを拠点のサロンの場所に回し

てほしいというのがあります。ぜひお願いしたいと思います。 

【間野 博 委員長】 

 ありがとうございました。これも足の問題ですね。はい、他ございませんでしょうか。 

【大橋 正子 委員】 

 いわきの場合だと、きずなの場所というのが、その都度集まる時に場所探しをしないといけな

いのですね。それで、いわきの場合は場所があればいいなと思います。自治会でいろんな交流を

しようと思っても、場所代ってかかりますから。運営が大変になってきますので、場所があれば

いいなと思います。 

【間野 博 委員長】 

 はい。目的の中に入っていますね。よろしいでしょうか。では、次の 5ページに行きたいと思

いますが。町民同士が連絡しあえる仕組みの構築についてということで。先ほどの電話帳の話だ

ったのですが、岡村委員からご意見がありましたが、他にここに関して何かありますか。 

【横山 敦子 委員】 

 横山と申します。先日「リフレッシュふたば」宮城県の遠刈田温泉で開催した 1泊の県外サロ

ンに行ったときに、宮城県の避難者をまとめている自治会長さんが、「住所がわからないため、

会を発展されることが大変なので、社協に名簿を見せてくれないか」との依頼がありました。立

ち上げて一生懸命頑張っている姿に、少しでもお力になりたいなという気持ちにもなりましたが、

そこは個人情報の絡みもありますので、申し訳なかったのですがお断りしました。こんなことが

あって、電話帳を作りたいとか、せっかく近くに住んでいるのに知らないために交流が出来ずに

孤立していることもあります。要望にどこまで対応できるのか、どの程度まで実現可能なのでし

ょうか。 

【渡邉 勇 住民生活課長】 

 住民生活課長の渡邉です。いつもお世話になっております。電話帳の件、以前からたびたび話
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がでておりまして、どこまで町で作れるか、という話がありました。ここの案にありますとおり、

所在情報、東京で言いますと、何々区、町で言いますと、何々町。大きな町だったら大字程度の

所在情報程度の名簿の作成を現在検討しています。あくまでも本人の同意が必要になりますので、

作成にあたっては、まずアンケート形式で載せてもよいか、あるいはどの辺まで可能かというこ

とも考えていきたいと思います。これの作成にあたって、町が作るのか、それとも委託団体、補

助団体の方で作成するのかということについては、まだ実際確定しておりません。社会福祉協議

会の方でもある程度作成をしておられるというのは、あくまでも自分の事業用の名簿なので、そ

れとは別に従来の商工会の方で作成していたようなものになるか、あるいはその中でも個人名簿

だけではなくて、実際に再開されている商店、いろんな事業者の会社の名簿なども、載せたいと

いう意向も出てくるかと思いますので、その辺も含めて今後アンケートを手始めに進めることを

現在検討しています。来年度の事業として現在検討しておりますので、ご理解いただければ、と

思います。以上です。  

【間野 博 委員長】 

 はい。ありがとうございました。この辺も何か、工夫ができればいいかと思います。よろしい

でしょうか。次のページの 6ページにいきます。情報提供の円滑化・充実化についてということ

で、まず①広報誌等の充実についてということで 2つ提言があります。これについてはいかがで

しょうか。はいどうぞ。大月委員。 

【大月 敏雄 委員】 

 広報ふたばの現在のやつを見ていると「自治会とかの新年会とか総会のこういうことをみんな

で集まってやりました」という報告があるのですが、通常こういう広報には「小中高の同窓会を

いつやります」なんていうことは書かないと思いますが、例えばこういう広報に、「中学校、高

校の昭和何年卒業の同窓会をやります」というふうにして、幹事さんの名前と電話番号をつけて

やるとか、そういうのを積極的に拾って載せていくとか、そういう私的なサークルでも広報に載

せることによって、町民の静動が分かる取組もどうかなと思います 

【間野 博 委員長】 

 ありがとうございます。他いかがでしょうか。よろしいですか。では、次にいきたいと思いま

す。7ページでホームページやインターネットの活用についてということで、ここでは 4つ提言

が出されておりますが、いかがでしょうか。 

基本的にこれまで出された意見を並べておりますので、あまり異論はないかなと思うところで

あります。よろしいですか。また何かありましたら後で、ということで。 

8ページは、歴史・伝統・文化の記録と継承についてということで、提言では 4つの項目が挙

がっておりますが、これについてはいかがですか。 

【岩元 善一 委員】 

 質問なのですが、アーカイブとはどういうことですか。 

【間野 博 委員長】 

 事務局の方からちょっと解説を。 

【事務局 駒田 義誌】 

 カタカナ語で申し訳ございません。アーカイブを端的に言うと、写真とかを集めてデジタル技
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術を使って写真とかを記録して、ホームページとか DVDとか冊子の中で目次づけをして、分か

りやすく整理したものを記録して整理するのがアーカイブとなります。その意味では、みなさん

さまざまなところに所在しているような写真であるとか、そういったものを全部集めて目次立て

をしたものをきちっと整理して分かりやすく整えていくといったことがアーカイブという意味

合いとご理解いただければと思います。 

【間野 博 委員長】 

 そのあたりの言葉遣いも、全町民に読んでいただきたいものですので、そのあたりは、最後ま

とめる時には気を配っていただきたいと思います。他いかがでしょうか。よろしいですか。 

では、次いきます。9ページです。避難先住民との交流の促進について、ということで、先ほ

どご意見もありましたが、ここでは 3 つ挙がっております。これについてはいかがでしょうか。

避難先の地域住民。トラブルもあるので、なかなか難しいというご意見がありました。ここは先

ほど谷委員からあったようなこともプラスして入れるということですね。ご意見出ないようです

ので、次にいきます。 

最後になりますが、震災・事故の教訓の記録と継承についてということで、ここでは 2つ提言

が挙がっております。これいかがでしょうか。2つであっさり書かれているという感じもいたし

ますが。次いきますかね。副委員長の伊藤さんは何かありますか。2 ページから 10 ページまで

が第一のテーマなのですね。きずなの維持発展という。ここ全体について何か改めてご意見があ

ればと思いますが。はい、どうぞ。長林先生。 

【長林 久夫 委員】 

 長林です。今最後の所で災害の記録を残しておくというは、非常に重要なことだと思うのです

ね。ですが、残したものを、住民の方がいつでも好きな時に見られるというものの考え方は必要

なのだろうと思っております。また住民の方が足りないと思ったときに加えていけるようなシス

テムが必要だろうと考えます。提言書を見させていただくと、皆様の思いが非常に詰まっていて

よくまとまっていると感じたところでございます。一つ問題は、やはり住民の方は町とつながら

なければいけないということです。帰還までに、生活とか住居とか帰還がいつ頃になるのかとい

うことは、必ず町とつながる必要があるということです。また一方ではいろいろなところの拠点

ができた中で新たな生活があります。そういうことでは、先ほど、ここででてきていた課題等が

挙げられていて、新たな生活圏の中で出発をされていく方もいらっしゃるわけです。そういう中

では、遠隔地の場合には、お年寄りはやっぱり動けない、ということで、新しいタブレットと言

っていましたが、簡単な情報端末が必要になります。割合お年寄りでも丁寧に教えると、変な話

ですが、うちの家内も、パソコンを使わなくても、携帯のメールは娘に教わってやり方を覚えら

れます。タブレットはもっと簡単でして、画面を追っていくだけでいろいろな連絡もとれるし、

それから広報紙も、電子の中に入っていれば出せるし、SNS というのですが、例えばあるネッ

トワークの中に 1つの双葉町のグループを作っておけば、これは自由参加で入れます。入りたく

ない人は見ていることもできます。自分で情報発信したければ、そこに入ってやりとりができる

という、そういった新しいものを導入してみなさんがすぐ、一年中つながるようなものの考え方

が必要なのではないか。特に最後の歴史的な資産を集める、というところなのですが、資料館と

か博物館とかそういったイメージを持っていただければよいと思います。今大事なことは事故発
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生以来ご苦労された記録を今残しておかないと、3年経って作ろうと思ってもできないのですね。

こういうものをしっかり作られますと、今後何かあった時に、その後の社会ができていった時に

災害の記録、住民の方の対応というのが、非常に参考になるし、また町を再生する場合にもこれ

を残していかなくてはならない。こういう問題点を克服したかということを残すために。ですか

ら、最後の所のご指摘は非常に重要だと感じておりましたので、ぜひみなさんも新しいものに取

り組んでいただけると割合うまくつながっていけるのかなと、考えます。以上です。 

【間野 博 委員長】 

 はい。ありがとうございました。 

【齊藤 六郎 委員】 

 震災事故の記録と教訓ということですが、浜野と両竹、津波に遭いまして、これは後世に記録

を残しておかないと、ということで、お願いにもなるかと思うのですが、津波が上がった、この

へんまで津波が来ましたよ、という碑、記録の碑を海岸のどこかに、後世の人たちに残しておい

ていただきたいと思います。というのは、今回の津波はかなり死者が出たわけですけれども、今

まで津波が上がったことはないというふうに言われていたのですが、実は、亡くなった方の中に、

津波の話をしていた方がおいでになって、その方が実は明治何年だかに津波が上がったのだとい

う話をしていましたよ、と。そういう話を住民の方が実際に耳にしておったならば、こんなに死

者は出なかったと思うのです。私たちはやはりえらい教訓を得たと思っているのですけれども、

何かぜひそういう記録を残しておいてほしいと思います。以上です。 

【間野 博 委員長】 

 三陸海岸に行きますと、いろんな所に碑が建っていますね。ぜひ今回もそういうことが必要か

と思います。 

【芥川 一則 委員】 

 先程委員長は抜けが無いですか、ということをおっしゃっていたのですが、今計画立案の段階

になっています。第二期で実施という形になってきます。一番問題なのは、計画を作ることが目

的ではなくて実施することになります。そうすると、みなさん自身が提案したことが、この後現

実にできるか、ということも十分今の段階で考えておく必要があるかと思います。それと、役場

の方が全部できるのでしょうか。ということは何が必要かと言いますと、順位付けが必要かと思

います。この中でやはりこれは必要なのだと。全部いっぺんにはできないわけです。できること

とできないことがあるので、そういったことの重みづけですよね。これはやっぱり復興をしてい

く時に「重点的に町の方はやってくださいよ」と。この委員会の決定事項が、この後の町の復興

を決めるわけですから。ただ盛り込むだけではなくて、内容の中で落とすということではなくて、

重要なものは何かというのはお考えいただいた方が、私はよろしいのではないかと思います。そ

うでないと何に終わるのかというと、失礼なことを言いますと、「絵に描いた餅」になります。

お題目で終わってしまいます。そうではなくて、この委員会は復興を進めるための委員会かと思

います。そしたら次の第二期の実行計画を見据えていかにしたら可能になるかということも考え

ていただければと思います。以上です。 

【間野 博 委員長】 

 はい、ありがとうございました。今のは、第一のテーマだけではなく、今回作る全体的な提言
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に関するご意見だったかと思います。1のテーマのところについて、他に全体的に 2ページから

9ページまでで何か他にご意見ありませんでしょうか。 

【伊藤 哲雄 副委員長】 

   今のお話なのですが、私も 2月までに、要するに前回は会議したものを復唱して、近々にやら

なくてはいけないことをテーマとして進めてきたと思うのですよ。それで、今後、来年度 4月か

ら実際に、復興にあたる実施をするということで、ちょっとテーマが違っていたように思ってい

たのですが、だったらば、今回の中にテーマを盛り込まないといけないのかなと思ったのです。

要するに、近々に生活するにおいての、今双葉町でやらなくてはいけないことを会議していたか

と思うのですよ。4月以降は、今後は双葉町として復興に関してのことを議論していくので、今

住んでいることと未来のことをニュアンスが違う気がしたのですが。そういう意味で、現にここ

に未来のことも入れていかなくてはならないという話になりますよね。  

【芥川 一則 委員】 

 そうではないです。この中でも、最重要課題としてやらなくてはならないことについての、順

位づけをしなくてはならないことが必要ではないでしょうかということです。これ全部足します

と、20 近い項目がありますよね。それをいっぺんに始めることはできないですよね。その中で

も始められる、できること、少し時間がかかることということで。もう 1つでてくるのは、住民

の方々がどういうことが問題になるかというと、これを出した後に、これに対して実現できなか

ったら、失礼なことを言いますが、町に対してまた諦めがきちゃうと思います。そこのところを

心配しているだけです。第 2期でやることに関しては、近々にやることをこの中に盛り込んだと

私は理解しております。その中でも私は優先順位というのをつけないと、20 近い項目を全部を

いっぺんにやるのは無理だと思うのですね。そういう意味で私は申し上げました。  

【伊藤 哲雄 副委員長】 

 であれば委員長、ぜひやらなくてはならないテーマを決めていかなくてはならないと思います。 

【間野 博 委員長】 

 全体に関するお話なので、この計画の組み立てのようなことになるので、最後に事務局の意向

も含めて話をしたいと思います。 

【高野 陽子 副委員長】 

 ちょっと外れるかもしれませんが、私は「リフレッシュふたば」で、県内県外に避難されてい

るみなさんと交流を図ってまいりました。 

そこで感じることは県外の方たちは独自に自分たちの生活を始めていらっしゃる方が多いと

いうことです。。そうすると、まわりは被災されている地域じゃないところでみなさん生活して

いますので、気持ちはもちろん、いろいろ問題は持っていらっしゃって、悩みもいろいろなので

すが、だんだん双葉町民であることを忘れてしまうのではないかなと思うのです。双葉町の町民

であることを忘れないということは、心の根っこというか、自分の根っこになると思うのです。

その根っこがなくなってしまうと、ふわふわとした、自分がどこの誰なのかが最終的に分からな

くなるのではないか。根なし草ではないけれど、そんなような感じがしています。県内もそうで

す。双葉町に住んでいるわけではなく、いろんな避難先市町村にお世話になっています。 

私たちは双葉町民なのだということを、どこかに持っていないと、いけないのかと感じます。



 

18 

 

すぐに帰れるわけではもちろんないので、自分たちの根っこを持っていることが必要なのではな

いでしょうか。大きなダルマ市などの行事だけではなく、双葉町には、古い歴史があります。そ

の歴史と民話がそれぞれの行政区にあります。その民話も、昔話もそれから双葉町の歴史も、そ

れから今までの双葉町、それから実際に今回災害があってこういうような状況でここまで津波が

来て、こういう状況でみなさん広範囲の所で生活していることも含めたうえで、そんなに大きな

冊子じゃなく、みなさんが読める、子供達にも伝えていけるような冊子をぜひ作っていただきた

い。それを各世帯や、もちろん子供たちに、帰れないであろう子供達に、自分たちの先祖、自分

たちの親、おじいちゃんおばあちゃんは「ああいうところで、そういう文化があるところで暮ら

していたのだよ。あそこがふるさとなのだよ」という伝えられるものをしっかり作っていただけ

ればなと思います。そうすれば、どんな所に住んでいても「自分たちは双葉町出身なのだ、双葉

町の町民なのだ」ということを根っことして持っていけると思うのです。ぜひそういうものを作

っていただければと思います。 

今、白河に松木さんがいらっしゃいます。松木さんが双葉町の昔の資料を集めています。最終

的に歴史を編纂したスタッフの中で、松木さん一人だけなのです、生存されている方が。今 90

歳です。いろんな資料を持っていらっしゃるので、今松木さんから聞かなかったら、何もなくな

ってしまうのではないかと不安です。それを進めて頂ければと思います。すみません、少し長い

話になりました。そういうことを進めていただければ、双葉町って今は、漠然としているようで

すが、形が見えてくるのでないかと思います。 

【間野 博 委員長】 

 双葉町読本という、そういうものですね。これを読めば双葉町が分かる。ありがとうございま

した。他にもしなければ次のテーマに移りたいのですが。 

【松本 浩一 委員】 

 この 1月から町の小中学校の再開に向けて取り組んでいるところです。あくまでも経過という

話をさせていただきます。今、学校再開準備室で次年度の計画を練っています。その中には、子

供達の学力や心の寛容を含め、当然入っているのですが、私どもも双葉町の文化の伝承というこ

とも大いに考えております。と申しますのは、自分の地区だったらそんな伝承は一緒に老若男女

がいるので、簡単なのですが、今、困難な状況にあります。そんな時に今まであった伝統を伝承

するということは、伝承というのは、誰から誰にという話もありますが、当然、高齢者から高齢

者に、というわけではないのです。当たり前ですが子供達に伝承しなくてはならない。その中で

教える側の大人の人たちを学校に多く来ていただいて、私たちの学校の熱心な取組、これからに

なりますが、それを多く見ていただいて、学校の魅力を発信していけたらなと。その 1つの柱に

文化の伝承というものを私は位置づけるのはいいのかなと。そうでないと、文化の伝承は難しい

と思います。以上です。 

【岩本 千夏 委員】 

 私、別の復興委員会に出席しているのですが。浪江町なのですが、やはり、かぼちゃ饅頭とか

郷土料理が懐かしくて、団体を集めて、料理を再開、作って、地元を懐かしんだとか。今度、郷

土料理のレシピ集を作ろうかという話もあります。だからぜひ双葉町も文化・伝統・祭り、本当

に双葉町の郷土料理でもいいと思います。ダルマのおやきとかそういうのを含めた本、子供にも
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伝承として伝えていきたいし、郡山海岸とか清戸さく古墳も含めて、何かあったらいいと思いま

す。 

あと別な話で、今回第一部でまとめた内容なのですが、去年の委員会を通しても、やはり住民

が安心して暮らせるような方向にはなっているのです。実際。進歩しているとは思うのです。こ

れだけ町の方が資料を作成して、提言（案）という形でまとめたので、私は次年度、本当にこう

いう形で、少しでもさらなるよい、安心して生活できる方向には向かうと思います。これを近々

にやれとか何とかではなくて、町はそれに応えてくれると考えます。以上です。 

【間野 博 委員長】 

 はい。力強いお言葉でありがとうございました。ということで、第一のテーマについては、一

応議論をここで収めたいと思います。いずれにしても冒頭に言いましたが、今日初めて見た資料

ですので、また後日ご意見があれば追加して事務局に提出していただければなと思います。それ

では第二のテーマに行くところですが、時間がだいぶきておりますので、しばらく休憩をとりた

いと思います。 

 

（15分の休憩） 

 

【間野 博 委員長】 

 それでは再開したいと思います。みなさんよろしいでしょうか。では、引き続き第 2のテーマ

ですが、「町外拠点におけるコミュニティ形成について」ということで事務局の方から説明をし

たいと思います。 

【事務局 駒田 義誌】 

 続きまして、資料 6 の 11 ページからご説明を申し上げます。第二のテーマは「町外拠点にお

けるコミュニティ形成について」ということで、前回 12月の 3 回の委員会でご議論いただいた

ものを整理したものになります。 

復興まちづくり計画の中では、いわき、郡山、南相馬というのを町民がまとまって居住できる

復興公営住宅の整備を要請する双葉町外拠点として位置づけて、そこが町民の住まいの場、コミ

ュニティの場としていこうという方向性を打ち出していたわけですが、それについて 11 ページ

の Bになるわけですが、町民の主な意見ということで、この委員会、またこれまでのワークショ

ップで出てきた意見を簡単にご紹介いたします。1つは復興公営住宅について、早期の整備を求

める声がございます。また、間取りについて画一の間取りではなく、多様な間取りを求めていく

という声も挙がっておりました。さらに、復興公営住宅に、憩いの場というものを設けてほしい、

コミュニティの場となるものを設けてほしいといったご意見。また県内・県外問わず、県外の方

も含めた皆が集まれるような集会施設を整備してほしいといった要望。また、福祉・健康・医療

関係や子供向けのスペース、また雇用の場といったものも確保してほしいといったご意見。また、

こういう住宅にコミュニティバスというものを地域住民も利用できるような形で作ったらどう

かというご意見。また、生きがい対策として、自分で育て、収穫する農園のようなものを作った

らどうかというご意見。こういったものが出ておりました。 

12 ページになりますけれども、復興公営住宅を希望する自治体というのは、昨年実施いたし
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ました住民意向調査の結果を見ますと、最も多いのはいわき市、続きまして郡山市、その次が南

相馬市ということで、ここはもともと復興まちづくり計画第一次でも、位置づけられていた町で

ありますが、それ以外に、白河市についても南相馬市よりちょっと少ないくらいの一定程度の数

があるということで、12 月ご説明しましたように、白河市も要望先に加えるといった形で取り

組んでいくということがアンケート調査から導き出されております。 

これらを踏まえまして 12 ページの下段に提言という形になりますけれども、まずこの町外拠

点におけるコミュニティを形成していくにあたりまして、当面の取組としてまず 1点目につきま

しては、町民の希望を踏まえて、いわき市、郡山市、南相馬市、白河市に福島県が整備する復興

公営住宅を、双葉の町外拠点として、町民のコミュニティの拠点として機能できるような形でも

っていくということ。特に、いわき南部には役場の事務所が所在し、また町立の幼小中学校の再

開も予定されているということから、いわき市がダントツに希望が多いということも踏まえまし

ていわき市南部の復興公営住宅を町外拠点の中心にしていったらどうかということで、その具体

的なイメージ図が、前回の委員会でお示しいたしましたものになりますが、13 ページになりま

す。こういった図示の形で今後考えていったらどうかというご提案です。いわき市南部の復興公

営住宅を中心とする拠点を中心に、郡山、南相馬、白河といった所に復興公営住宅と、コミュニ

ティの拠点を整備していくということ。いわき市南部につきましては、その意味では、ここいわ

き事務所と町立の幼小中学校、また今計画されております、特別養護老人ホームの再開といった

ところとうまくネットワークを組むような形で、拠点形成を目指していくという考え方を示して

おりますが、この点についてご意見を賜れればと思います。 

その上で、別添 2になりますけれども、とりわけ、いわき市南部における復興公営住宅を核と

した拠点づくりのイメージということで、これにつきまして、住宅のみならず、先ほど出てきて

いた町民のみなさんのご要望を踏まえ、医療の拠点として郡立診療所という動きも検討されてい

ますけれども、そういった診療所を設けていくといったこと。また、高齢者の福祉施設、社会福

祉協議会のような機能、こういったものを併設していくといったこと。また、双葉町時代の商店

等の再開の希望の声を踏まえまして、店舗等を作っていくといったこと。また、集会所などの交

流施設を充実させていくといったこと。さらに、ふれあい農園や、先ほどのダルマ市ができるよ

うな広場を作っていくといったこと。こういったことを全体の整備は県がハードの整備をしてい

くということになりますが、県に対してこういう要望をしていってはどうかということで、例え

ばここの図にあるように、町民のニーズに応じた多様な住宅を供給するであるといったこととか、

どうしても復興公営住宅に住まわれる方は介助や介護が必要な方が多くなりますので、こういっ

た方に適した住宅の整備。また、公営住宅の居住者だけではなく、公営住宅以外の町民も対象と

して、デイサービスなどの高齢者の福祉施設や店舗、理髪店といったサービスができるような施

設を併設していくといったこと。また、宿泊機能を備えた、全国の町民が集まれるような集会施

設を整備していくといったこと。また、町民全体を対象としたダルマ市やイベントができるよう

な多目的広場、公園のようなものを作っていくといったこと。あとは、町民が農と親しめる、ふ

れあい農園を整備していくといったこと。こういった拠点を作っていくことを県に要望していく

べきではないかということが導き出されます。 

その上で別添 3になりますけれども、その時に単にハードを整備することだけではなくて、そ
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ういったハードをどのように使っていくのか、ソフトも合わせて考えていくべきだということで、

別添 3になりますけれども、例えば、コミュニティの形成、地域交流といった面では、先ほどの

例えば集会所を使って、いろいろな多世代の交流の輪を作っていくべきであるとか、多目的広場

を使って、ダルマ市などのイベントを実施していくであるとか、こういったこと。また、子育て

の支援といった面では、例えばキッズスペースのようなものを設けるのであれば、そこを使いな

がら、子供教室を開催していくといったようなこと。ここについては、学校との兼ね合いを考慮

しながら考えていく必要があるのではないかといったこと。復興公営住宅に希望が多い高齢者へ

の支援といったことで、高齢者の交流スペースであるとか、例えば小規模の居宅介護施設である

とか、デイサービスを行う施設であるとか、そういったものが考えられます。そういったものを

使いながら、高齢者の見守りをしていくといった事業を合わせて考えていくといったこと。また、

生活支援では、例えば診療所であるとか、店舗といったものを考えていくといったことで、そう

いった場を使いながら、例えば、在宅医療のサービスを合わせて考えていくとか、店舗等が住ん

でいる方への移動販売を考えていくとか、そういったことも複数事業として考えられるのではな

いかということで、こういったことも併せて考えながら、できるだけ、復興公営住宅を中心とす

る拠点がコミュニティの場、また高齢者の暮らしやすい場ということを目指していくべきではな

いかという考え方の整理をしておりますので、この点について、県にこれから要望していくこと

になりますので、この点についてご意見を賜れればと思っております。以上です。 

【間野 博 委員長】 

 はい、ありがとうございました。この 2つ目のテーマはがらりと、形も違っておりまして、提

言というのは 12ページの下にあります。12ページの下には文言だけ入っていまして、具体的に

は提言として出すものには、別添の 1，2、3と。これも含めて提言をしようということです。こ

ういう町外拠点を作るべきである、という提言をしようということなのですがいかがでしょうか。  

【川原 光義 委員】 

 大賛成です。 

【菅本 洋 委員】 

 大変よい企画でいいのですが、問題は、阪神淡路大震災でもあったのですが、老人の一人暮ら

し。これも結局いつ死んだか分からない状態。これが、けっこう多かった。この問題は今のうち

から、復興住宅ができるまでの間、自治会の会長さん、または役員の方、大変だと思います。そ

れに対して、何らかの策をとらないと。できるからってそのまま入れたのでは、やっぱり大変な

のです。心構えというものも教えておかなくてはならない。まずそれを大変でしょうけれども、

やらなくてはならないと私は感じています。以上です。 

【間野 博 委員長】 

 はい。ありがとうございました。 

【岩元 善一 委員】 

 大変申し訳ないですが、これだけの施設を作るということは、もう双葉町には何年も帰らない

ということを前提として作るわけですね。その場合のことをお聞きしたいと。 

【間野 博 委員長】 

 基本的に、避難生活が長期にわたってきておりますし、まだ先もあるということで、当面、町
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外に避難していても、普通に生活するためには、こういうものがいるのではないかということが

ベースと考えていると思います。 

【岡村 隆夫 委員】 

 岩元さんの考え方と同じように、町民もいろんな考え方をみんな持っているのですね。ただ、

考えなくてはならないのは、3年目になろうとしている中で、賠償もどんどん進んできているわ

けなのです。そうすると、賠償と双葉町民という意識の中、少しずつ離れ気味になってきている

のですね。いずれ帰れないのだからと。そうすると、私、今日申し上げたいことは、前の時も話

しましたが、早く核を作るべきだろうということで。この計画が、今日はこのことを申し上げた

かったのだけど、県や国の考え方と町民の考え方のスピードがぜんぜん違うのですね。ここのと

ころ、もう少し、ここまで出てきたようですから、今、県なり国なりの事業計画に対して、具体

的、いわゆるハード的な面で、説明できることはないでしょうか。分かれば教えてほしいです。

みなさん、検討するにも、大変重要なことかと思っています。 

【間野 博 委員長】 

 町内拠点に関して、今、国・県がどのように考えているかですね。 

【岡村 隆夫 委員】 

 はい。具体的にみなさん知りたいのは、そういうことになるかと思うのですね。さっきでまし

たように、これだけやっても、小さな地域だと「絵に描いた牡丹餅」になってしまうので、早め

に、あそこに双葉町のこれだけの拠点ができるのだと。いつできるのだと。いうことが大事なこ

とで、この計画書ではスピードがほしいなあというふうに感じております。  

【間野 博 委員長】 

 つまり、こういうものが出ていますが、これがいつぐらいにできそうなのかとか、そういうこ

とも含めてということですね。こういうものが実現するかということも含めてですね。 

【岡村 隆夫 委員】 

 今日来ている方々、町民の方といろいろ話があると思うのです。その考え方とか計画とか分か

れば、また浸透していくと思いますので、具体的に分かっているもの、例えば予算だとか、そう

いうものがあれば、非常に分かりやすくなりますよね。ぜひこれを作ってほしいので。  

【事務局 駒田 義誌】 

 町外拠点全般の話なので、福島県の方から。 

【福島県避難地域復興局生活拠点課 渡邉 隆幸 主任主査】 

 福島県の生活拠点課の渡邉です。13 ページに、イメージのところがあると思いますが、いわ

き市に関してはいわき南部という形で、具体的なところについては、県の中では進めているとこ

ろでありますが、地権者の交渉でしたり、様々な受け入れ先の調整ですとか、様々な問題があり

ますので、公表はできませんが、ただ、こちらの方で進めているという状況です。 

12 ページの方には、住民意向調査の数字があると思います。参考のところの図があると思い

ますが、こちらで言いますと、いわき市ですと、215 戸分、郡山市で言うと、50 戸分になって

くると思うのですが、我々の方としましては、これらについて確保できるように進めているとい

うところです。時期については、我々のところで用地の確保を進めているところですが、平成

27 年度までに、入居できるように今努力しているところでありまして、それについては、なん
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とか頑張っていきたいと思っています。 

別添 2という、14ページでしょうか、イメージということがありまして、その次の 13ページ

でいろいろな機能ということがあると思います。我々の方としては、こういったものについてで

きる限りは、努力をしたいと思っておりますが、用地の状況、生活拠点ということで、住宅ばか

りではなくて、様々な機能を持たせた形で考えてはいるのですが、場合によっては、既存の施設

の活用ということも含めて考えなくてはならないということはあるかと思います。あと、見守り

とか、孤独死に関してですが、我々の方としても、復興公営住宅が来年度から順次入居できるよ

うに、今整理をしているところであるのですが、入居者の方が交流をしていくことがとても重要

だというふうに思っています。この休憩挟む前のところでも、いろいろとご議論があったかと思

うのですが、いわゆる借上げ住宅にお住まいの方、しばらくは仮設住宅に残られる方もおられる

かと思います。そういった、避難されている方々が集まれる核というお話もあったのですが、こ

ういったものに生活拠点にしていきたいと思っておりますので、交流できるような仕組みを作っ

ていきたいと思っております。これは県の方で、今検討しているところですが、役場とも、民間

団体のみなさんも含めて、ご相談をしながら進めていきたいと思っております。具体的には、交

流員という形で人員を配置して、そういった取組を検討しているところであります。そういうも

のを含めて、交流員がすべてできるということでないところもあると思いますので、引き続きそ

ういった取組につきまして、皆様方のご協力を得ながら、コミュニティの維持形成を図っていき

たいと思いますので、ぜひご協力と、我々もいろいろと試行錯誤の中でありますので、ご意見も

いただきながら進めたいと思いますので、宜しくお願い申し上げます。以上です。 

【間野 博 委員長】 

   ありがとうございました。何か、力強いお言葉をいただいて、ほっとしたのですが。 

【岩本 千夏 委員】  

 県の方に聞きたいのですが、このいわき市南部の町外拠点の件で、町民のニーズに応じた多様

な住宅提供をしていただくことになると思うのですが、低コストでの分譲地は考えていますか。 

【福島県避難地域復興局生活拠点課 渡邉 隆幸 主任主査】 

 まだそこまで検討は進んでいないというのは実態です。 

【岩本 千夏 委員】 

 要望したいです。 

【間野 博 委員長】 

 以前にもそういうご意見がありました。復興公営住宅は、公営住宅ばかりで借家ばかりですが、

実際に自立再建含めて、自宅を持ちたいという方はたくさんいますので、そのあたりのことを考

えていただきたいと思います。他いかがでしょうか。町外拠点に関する提言ということで、今の

県の方のご意見ですと、うまくいけばこれくらいのものができそうな感じで、非常に期待できそ

うな気がします。よろしいですか。  

【芥川 一則 委員】 

 2点思ったことがあります。町外拠点をどう使っていくか、というのはすごく重要な意味を持

ってくると思います。双葉町さんは、全国 39 都道府県にみなさん避難されていると思うので、

その方がまっすぐ家に帰れない場合は、一度ここに戻ってきてから、計画を立てて帰還するとい
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う位置づけにできると思います。もう一つ心配なのは、ここに住むようになると、ここに住んで

いらっしゃる方の交流が必要になります。よくでてくるのは、コミュニティバスを走らせます。

コミュニティバスは、町民の方がただで乗るというバスを作るのですね。そうすると、町民以外

は入ってこないのです。ですから、そうではなくて、バス事業者さんにお願いして、この中を走

ってもらう路線を作っていただいた方がいいですし、もう一つ問題となるのは、地元の自治体と

共存ということがすごく重要になります。我々被害者なのでバス無料となると、失礼な言い方で

すが、ねたみ感情が起こるのですね。料金はとるべきだと思います。ただし、出てくるのは、そ

の料金では、利用者数では、バスは維持できません。バスを維持するコストは、町で出しますし、

利用者は料金を払うという仕組みを作っていくことが必要です。もう一つみなさんが思っていた

だきたいのは、何でも無料ということはないです。生活していく上で、一歩一歩コストをかける

ことに慣れていかなくてはならないので、そういった制度設計も作っていく必要があると思いま

す。以上、2点です。 

【間野 博 委員長】 

 ありがとうございました。町外拠点にプラスすべき課題ということでした。 

【大月 敏雄 委員】 

 私も今のご意見に賛成で、とかく公営住宅というのは、団地的に作るものですから、特に団地

の周りに柵など作って、まわりとなじまない形でできることが多いです。たとえば公園を作る時

にも、まわりの人が利用しやすい公園で、他の住民の方と交流できるようなデザインを一生懸命

心がけていただければと思います。もう一つは、団地で重要なのは多様な間取りで、間取りが画

一的になると、入る住民も画一的になるので、例えば住棟の、何号棟の設計の時には、なるべく

バラした形で間取りを入れるとか、配慮が設計上重要かと思います。 

先ほど話がありましたが、こういう形で町外拠点を作ると、自分は自立再建をしたいのだけど、

場所を遠くではなく町外拠点の近くにしたいのだという要望もでてくると思いますが、そうした

時の不動産の斡旋になるのか、情報の提供になるのか、そういう希望者があれば窓口をつくって、

住宅ローンの相談や事業者も相談するし、積極的な取組を担当を作るとかの姿勢を町民にアピー

ルする姿勢が重要です。津波の場合は、防集といって、防災集団移転事業、5軒以上まとまれば、

国の補助をしながらまとまって土地を一緒に移住できるプログラムがありますが、原発避難に対

してはそれが適用されない。もしいろいろな形で適用可能になれば、もっと自立再建のいろんな

形が実現できると思いますので、被災された町が一丸となって、県や国に要望すべき課題かと思

っております。 

【間野 博 委員長】 

 はい。まさしく、そういう新しい制度ができないといけないと思います。 

【岩元 善一 委員】 

 実は先ほど岩本さんから分譲の話が出ました。復興計画の建物は十分だと思うのですが、いわ

きということでなくて、例えば双葉郡広野町とか楢葉町には広大な土地がある。その広大な土地

を利用して、町外のコミュニティ、分譲地を募集したらどんなものでしょうか。こういう会議に

出ていて、復興住宅を造るのならいわきだと言っていますが、やはり双葉郡、広野、あるいは楢

葉の居住区に行って作るということも一つの方法と思います。 
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【間野 博 委員長】 

 今のところ町外拠点に関しては、そのあたりのことは出てきていませんが、その辺のことも今

後考えられます。ただ、先ほど大月委員がおっしゃったように、その辺の財政的な支援というか

団地を造る支援の制度が無いとなかなか難しいでしょう。それを要望していかなくてはいけない

と思います。今日のものは来年どうするかという当面の話ですが、今の話はじっくり腰を落ち着

けて取り組まなくてはならないという感じです。といっても急がなくてはいけません。というと

ころで町外拠点の議論はよろしいでしょうか。他にご意見はありますか。そうしたら、第三のテ

ーマということで、町民一人一人の生活再建についてということで、事務局の方から説明をお願

いしたいと思います。 

【事務局 駒田 義誌】 

 それでは 16 ページ以降、最後のページまでをご説明いたします。第三のテーマは「町民一人

一人の生活再建について」ということで、まず（1）が「住居の確保」としてあります。先ほど

も若干、議論としてありましたけれども、やはり復興公営住宅だけが選択肢ということではなく、

多くの町民の方は復興公営住宅ではなくて、自分で家を求められるという動きになってくると思

います。それに対しての支援といったものがどういうものが必要なのかを（1）で整理をしてお

ります。復興まちづくり計画の中でも、まず賠償の見直しに取り組んでいくべきだということ。

また、様々国・県に対して自宅を取得する方に対しての拡充を要請していくということ。また、

先ほども議論があったように、特に土地がひっ迫している地域に対して宅地の供給などを県など

に求めていくといった方向性は出ております。こういうことに対して、今町民が求めている声と

してどういったことがあるのかということを 16ページの Bというところに書いてあります。ま

ず出てきた意見として多くありますのは、復興公営住宅というのはよく出てきている一方で、自

分で家を建築した人に対しては支援が無いのかというところのご意見が出ております。その際に、

併せて出てきている話として、3行目に書いてありますが、先ほど出てきたように宅地の斡旋が

できないものかというご意見もいただいております。さらに、今の住まい自体が心配だと。借上

げ住宅について期間の延長、また住替えの緩和をしてほしいということ。これは、重ねて様々な

場面で出ております。さらに税の減免、固定資産税の減免、こういったものは継続してほしいと

いうこと。あとは、意見を募集したのが 10 月から 11 月、12 月にかけて募集しておりましたの

で、まだ年末に行われました新たな賠償の基準というのが示される前でありましたので、やはり

当時の賠償の基準ではとてもではないが家は買えないというご意見も多数いただいております。

この点については、昨年の年末に原子力損害賠償紛争審査会の指針が見直されましたので、ある

程度前向きな部分が出ておるのかと思いますが、まだまだ不十分な点もあろうかと思いますので、

こういった点を引き続き、国・東電に働きかけてほしいといったところもございます。あとは、

公営住宅、県外でも入れるようにといったご意見もございます。そういった点も踏まえまして、

Cの提言というところになりますが、当面強化していくべき話としては、新たな住まいの確保に

向けて、支援策を講じていくように。これはなかなか町でできることには限界があります。国の

制度、県の制度ということになってまいりますので、国・県に対して例えば融資の制度、税制優

遇制度の継続であるとか、先般から議論があった支援金のような制度、また宅地を供給していく

ような取組の働きかけといったものについては、引き続き国・県に求めていくということを継続
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して取り組んでいくということ。併せて、こうした情報提供をしっかり町民のみなさんにお知ら

せしていくということ。また、財物の賠償、住宅の確保に向けた賠償の上積みということは昨年

の年末方向が国から示されましたけれども、東京電力は、それの方向にそってしっかり賠償する

のかということもしっかり見届けなくてはいけません。そういった迅速・確実・十分な賠償に向

けて、引き続き国・東京電力に要求していくこともやっていかなくてはならない点も挙げられま

す。さらに、皆様方からご要望が多い、借上げ住宅の住替え制限の緩和、継続について、これは

引き続き国・県に対して要望を重ねていくといったこともやっていかなくてはいけません。さら

に、希望する町民が公営住宅に入居できるような入居の斡旋、家賃の低減といったものについて

も、国・県に要請していくという取組を当面重点的にやっていくべき点として挙げられますが、

いかがでしょうか。 

続きまして、17ページ、「保健・医療・福祉体制の確保」ということで、復興まちづくり計画

の中では、例えば放射線関連検査の充実であるとか、避難先での医療・保健・福祉サービスの提

供といった考え方が示されております。この点について、町民の皆様からいただいたご意見とし

て、挙げられておりますのは、例えば放射線講習会を開催してほしい、また、健康診断に来られ

ない人もいるので、こういった人達にも心のケアのような形が必要ではないかということ。あと

は、健康診断について、本人の希望や今の住まいの近くで受診できるような仕組み。長期にわた

って継続して健康診断をしっかりやってもらいたいといったご意見。また、今行われている医療

費の無料化を継続してほしいというご意見。また、複数出てきているご意見としては、介護施設、

特別養護老人ホームですね、こういったものが町民が入れるように町にあったものを再開するよ

うなそういった、整備を取り組んでほしいといったご意見も出ております。こういった点を踏ま

えまして、当面強化すべき取組として、一つが健康診査を受診しやすくなるような体制の整備と

いうことで、複数日の設定となるとなかなか町単独となると難しい面もありますので、郡内の他

町村とも連携して、複数の受診日を設けていくといったこと。また、実施箇所を増やしていくと

いった健康診査サービスの充実を図っていくといったようなこと。2点目としては、心のケアな

どにも関連しますが、避難先自治体と連携した健康相談の充実といったものに取り組んでいくと

いうこと。さらに、先ほど福祉施設を求める声に応じて、特別養護老人ホーム「せんだん」の事

業再開が早期に再開できるように支援をしていくといったこと。さらに、放射線講演会の実施や、

放射線を心配する声に応えた、長期的な健康管理体制の構築を行っていくといったこと。さらに、

医療費等の無料化の継続を要請していくといったこと。こういったことが当面の取組として考え

られますがいかがでしょうか。 

18 ページになります。教育環境の確保ということで、復興まちづくり計画では、町立学校の

早期再開といったこと。また、避難先の子供達に対する支援。また、子供達の学習支援というこ

とで、ボランティア等との連携強化。また、子供達の集いの場づくりの方向が示されております。

これに対して、町民の皆様から寄せられた意見といたしまして、1つは、学校中心としたまちづ

くりを考えていくべきだ、といったご意見。また、教育ビジョンの具体化を図っていくべきだと

いうご意見。また、例えば福島大学学生グループと連携して勉強を教える取組、そういったもの

をやっていくべきだといったご意見。また、子供達ばかりではなく、親同士が交流する場も必要

だといったご意見。また、IT を活用した子供達のネットワークづくりをすべきだといったご意
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見。あとは、避難先の学校になじめない子供達の受け皿が必要だといったご意見をいただいてお

ります。こういった点を踏まえまして、当面強化していくべき事業施策として、1つは学校再開

に合わせて、少人数学校であることを生かした教育の充実を図っていくといったこと。2つ目が、

ICTを活用した魅力特色ある環境を提供していくといったこと。3点目として、大学また教育支

援 NPO などの連携、活用を行っていくといったこと。4 点目として、就学支援制度の継続とい

うものを要請していくということ。5 点目としては、「集まれふたばっこ」などの場を活用した

親同士の交流できるような機会をつくっていくといったこと。こういったことが強化していくべ

き取組として考えられますが、いかがでしょうか。 

最後、19 ページになりますが、雇用の確保、事業再開支援ということで、ここで復興まちづ

くり計画の中では、再開を取り組まれる事業者に対して支援制度の周知や利用支援、また支援措

置の拡充などを国などに要請していくということを掲げているわけですが、町民から寄せられた

ご意見として、まず民間事業者が事業再開するにあたって、迅速な対応を町にも求めたいという

ご意見。また、世代ごとに就労の部分というのは違いがございますので、世代ごとに就労支援を

行ってほしいといったお話。また、双葉郡の被災者に対する雇用確保を優先して取り組んでほし

いといったご意見。また、先ほどでましたが、双葉町ならではの、味や名産品の復活というもの

を目指していったらどうかというご意見もございました。こうしたことに応えまして、当面強化

すべき事業施策として、1つは民間事業者の事業再開に際して、例えば補助事業の紹介など、町

役場でできることを迅速に対応するといったこと。また、求職中の町民に対して県内外での雇用

情報を提供していくといったこと。また、3点目として、避難先における雇用確保を関係機関に

お願いしていくといったこと。4点目として、双葉町時代の名産品の復活に向けた支援に取り組

むといったこと。こういったことが考えられますがいかがでしょうか。 

以上、町民一人一人の生活再建についてということで、ここでは主に町外拠点に住まない方も

含めた、町民全体にわたる部分として 4つのテーマについて意見の整理と考えられる強化すべき

事業ということの整理をさせていただきましたので、ご意見を賜れればと思います。以上です。 

【間野 博 委員長】 

 はい。ありがとうございました。それぞれ分野が違いますので、一つ一ついった方が意見を出

しやすいと思いますので、（1）からいきたいと思います。（1）は住居の確保ということで、先ほ

ど復興公営住宅の話がありましたが、それ以外のことも含めて住居の確保について、ここでは 4

つのことを挙げております。いかがでしょうか。 

【菅本 洋 委員】 

 菅本です。今まで借上げ住宅、これの見通し。どこまで面倒見ていただけるのか。国の方と県

の方に一つ聞きたい。 

【間野 博 委員長】 

 聞きましょう。すみません。県の方の担当になると思います。 

【福島県避難地域復興局生活拠点課 渡邉 隆幸 主任主査】 

 すみません。まだ、27 年 3 月というところはありますが、それ以降時期は決まっていないと

聞いています。延長等について、多分皆様からの要望もおありになると思いますので、そこを含

めて議論をしているというところかと思います。担当違うのですが、そう聞いております。 
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【間野 博 委員長】 

 強く、早く、延長ということができるようにしないと 27 年 3 月ということですから、来年の

3月までということです。  

【岡村 隆夫 委員】 

 今の話の中で先ほど町外拠点の公営住宅。27 年度という話なので。27 年の 3 月となると、1

年間空く場合があるということです。この辺のところはもう少し検討してほしいです。それが 1

つと。 

私、24 年度に借上げ住宅の引越しを認めてほしいというのは、県内はやっていたのですが、

県外をやっていないのです。質問したのですが、答えはなかったのですが、まだまだあと 1年最

低でもかかり、地域に馴染んできている人もあって、借上げ住宅の移転を復活できるものならば、

してほしいと思うのですが。当時、必死になって避難した時の住宅で未だにいるわけです。私、

一間なのです。ちょうど新婚になったのでいいと思いますが、それは別としていろいろな面でだ

んだんと生活してくると一間ということもいかないので、その辺は 2年経っているから、そうい

う議論はされていないのではないのですか。 

【間野 博 委員長】 

 要望としてはいろいろなところで借り換えの話はありますので、今の状況をお話ししていただ

ければ。 

【福島県避難地域復興局生活拠点課 熊坂 雅彦 副課長】 

 県の復興局で町の方に駐在させていただいております、熊坂と申します。たとえば埼玉県の住

み替え住宅のご要望はもう何年も前からみなさん方からいただいております。 

一部誤解があるのですが、福島県が妨害しているという情報が一部流れているのですが、県の

方も借上げ住宅は災害救助法に基づいて、国が費用を負担しているのです。それについて県も国

に対しては、少なくても 2年前から、住み替え要件の緩和ということは毎年のように国に要望し

ておりまして、新聞情報によると、根本復興大臣に要望へ行った時に、前向きに考えますという

のが、新聞記事に出たりはしているのですが、まだ私たちが聞いている限りは具体的に動き出し

たという情報は、いま時点では入っていないです。県の方も住み替え要件の緩和とか、期間の延

長については、毎年定期的に必ず要望しているという状況なので、なかなか具体的に結果が見え

てこないという状況なので、申し訳ないのですが、県も国に働きかけを続けているという状況で

す。 

【岡村 隆夫 委員】 

 県外から県内は認めていたのですね。県内とは違いがあるのでしょうか。 

【福島県避難地域復興局生活拠点課 熊坂 雅彦 副課長】 

 それは、法律上の考え方みたいな話で、ちょっとそこが、ということですが。県としても双葉

だけではなくて、避難しているほかの市町村も同じ要望をいただいておりますので、毎年知事の

要望書の前の方に太字で書いて要望は出して、大臣に直接会って、新聞記事だと前向きという記

事が出ましたが、具体的にどうなったかということは今のところまだ。私も直接は担当していな

いのですが、出てきていないということです。 

【間野 博 委員長】 
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 ということで、まだまだ強く要望していかなくてはならないということだと思います。他いか

がでしょう。まだご発言されていない方が数人いらっしゃいます。 

【川原 光義 委員】 

 医療費の無料化と高速道路の無料化は継続されるのですか。現時点で、来年度の予算、県とか

国とかどのような状態なのかお聞きしたいのですが。 

【間野 博 委員長】 

 分かりますか。 

【復興庁 石川 悟 参事官補佐】 

 医療費の無料化については厚労省に確認しているところでして、分かり次第ご連絡したいと思

います。 

【川原 光義 委員】 

 現時点では決まっていないということですか。希望的な記事にはなっていました。 

【復興庁 石川 悟 参事官補佐】 

 今、確認しているところです。記事は存じておりまして、内容について確認しております。 

【間野 博 委員長】 

 高速道路の話は、質問の中にあったのですが。これはどなたに聞けば分かるのでしょうか。 

【福島県避難地域復興局生活拠点課 熊坂 雅彦 副課長】 

 私実は昨年まで県の国民健康保険の担当だったので、医療費に関してはかなりきちんと把握し

ています。毎年国の概算要求が年末に発表されますが、そこには、今同様の医療費無料の予算が

計上されています。国会で予算が議決されれば、継続するということになると思います。 

【川原 光義 委員】 

 ぜひお願いしますよ。 

【間野 博 委員長】 

 国に対して要望していかなくてはいけない。 

【事務局 駒田 義誌】 

 町としても高速道路の話は強いご要望をいただいておりますので、昨年の 11 月にも国の要望

の中に入れて、復興大臣、国交省にも要望しています。最新の状況を確認したところ、今年の 3

月までとなっておりますので、復興庁にも確認したところによれば、あれはＮＥＸＣＯ、高速道

路会社のお金でやっているのです。ということもあって、今高速道路の会社で検討している段階

で、結論に至っていない状況で、もう少し延長についてどういう判断が下されるのかは、お待ち

いただきたいということだったので、そこまでのことしかお伝えできないのですが、町としても

引き続き情報収集して、お知らせできる時にお知らせしたいと思います。  

【川原 光義 委員】 

 正月の会議の時、お金払っていました。 

【間野 博 委員長】 

 なるほど。国・県に対するご質問が続いています。 

【岩本 千夏 委員】 

 前に戻るのですが、念を押して言いたいのですが、住居の確保についてという件で、新しい住
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まいの確保に向けた各種支援制度という提言になりますが、宅地の斡旋あるのですが、前回の議

事録に載っています、3ページに。300万円最大で支給されることを絶対要望してほしいのです。

被災者生活支援法で、全壊世帯の場合、津波で 300万基礎代と言われて支給されていますが、丹

波先生が意見したのですが、原子力災害についても、とりあえず戻れないということで、その建

物が使えない、全壊世帯と一緒ということで、要望できるのではということだったのです。三宅

村の火山の時は対象になったので、これも絶対原発避難でも対応すると思うので、この 300万の

支給の要望は、必ず出してほしいと思います。以上です。  

【間野 博 委員長】 

 ここの賠償とは別の話ですから、別項目で挙げる必要があるということです。 

【事務局 駒田 義誌】 

 その意味では今いただいたご意見については、ここの中の支援金がそれにあたるものです。単

純に被災者生活再建支援法の適用を町で要望してしまうと、1つ大きな問題がありまして、双葉

でも地震・津波で家を全壊されたり流出されたりした方には支給されています。単純に長期避難

にも適用するとなると、その人たちの他全部の町民がそれを受けることになるのですが、一方で

地震・津波の方というのは、建物の賠償がそもそも減額されていたり出ていないのです。その代

わり、他の三陸と同じように国の方から支援金があるということになっているので、単純に制度

拡大すると、津波で被災された方と、他の町民との財物の差がますます開くことになるので、町

としては、原子力被災ということに関して一律に、あの法律をそのまま適用すると、津波の人に

はお金がいかなくなるので、町としては、原子力被災者全員に対して支援制度という形で要望し

ていかないと、うまくいかないのかなと思っています。  

【岩元 善一 委員】 

 資産の賠償が低いからそれを足しにしたいと思うのです。津波被災の方も改めて家を建てる人

も同じ立場かもしれないのですが、確かに格差でてきますが、要望できるものはしたいのです。  

【事務局 駒田 義誌】 

 その意味では、昨年の要望の中でも、原子力被災者に対しても、国の責任として生活再建の支

援金というような、仕組みを作るべきだと要望事項として入れていますので、そういったご意見

ご主旨は十分理解しています。丹波先生がおっしゃったことを単純にできるかというと、様々な

問題があるということをご理解いただければと思います。 

【間野 博 委員長】 

 ということだそうです。住居の確保についてはよろしいですか。それでは、（2）保健・医療・

福祉体制の確保について、ということで、ここで 5つ挙がっております。保健福祉関係の方でま

だ発言されていない方がいらっしゃいますので、ここでぜひ。 

【田中 勝弘 委員】 

 社会福祉協議会の田中と申します。第 1回目のこの会議で、私がお話ししたのは、特別養護老

人ホーム、その事業再開についてということで、提案しました。その後の再開に向けての進捗状

況をお答えいただければ、お答えできる範囲内で教えていただければと思います。もう一点は、

第 2回目の住民意向調査の中で、確か特別養護老人ホーム「せんだん」の再開になったらば、利

用するかどうかといった設問があったと思います。その結果を教えていただきたいと思います。
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よろしくお願いします。 

【大住 宗重 健康福祉課長】  

 健康福祉課長の大住です。よろしくお願いいたします。今田中さんから質問がありました特養

の件でございますが、いわきの南部にということで、現在地元自治体と協議を進めている段階で

ございます。意向調査のアンケートでございますが、特養福祉施設の利用でございますが、170

個ほどの要望が現在あります。当然特養の「せんだん」のベッド数からしますと、希望者が 3倍

強というふうに上回っているような現状です。以上です。 

【田中 勝弘 委員】 

   ありがとうございます。先ほどもお話の中でいろんな提言の中から、優先順位をつけてという

お話がありましたが、この特別養護老人ホームの事業再開については、ぜひ最優先の課題として、

喫緊の課題として、取り組んでいただきたいと思います。なぜならば、高齢者は時間が無いです。

そういったことをお汲み取りいただいて検討していただければと思います。以上です。 

【小川 貴永 委員】 

 小川です。町民健康診断と乳がん検診のことについてですが、双葉町内に住んでいる人が双葉

町の施設で行うというのであれば分かるのですが、郡山市の場合は農業総合センターの方で受け

ます。それで、私の所の仮設住宅の富岡と川内と隣接していますが、富岡町は同じ施設内にある、

「おだがいさまセンター」というところで健康診断を受けます。川内村は送迎バスが出ています。

双葉町は「農業総合センターに来てください」ということで投げ込みだけなのですが、これが住

民からなぜこういう差があるのか、という問い合わせがよくありまして、これは郡山市所の方に

検討をお願いしていたのですが、この点についての他町村の状況をどうなっているのか、ぜひ担

当課の方で確認していただきたいなと思います。 

【間野 博 委員長】 

 ご質問ですので、お答えをお願いしましょう。 

【大住 宗重 健康福祉課長】 

 小川さんからありました通り、他町村の状況は、こちらでも掴んでおりまして、当然、提言を

受けてそれに向けて取り組んでいく予定でございます。 

【間野 博 委員長】 

 健康診査を実施しやすくする体制の整備をしていくということで、また他市町村とそん色の無

いサービスをするつもりであるというお答えでよろしいですか。他に横山さんのご意見はいかが

でしょうか。 

【横山 敦子 委員】 

   郡山市に事務所を置き、いろいろな施設入所の相談にあたっているのですが、県外から県内の

施設に、仮設住宅などで心身の機能低下が進み、サービスを入れても一人で暮らせなくてなり、

どこが入所施設を探してほしいという切実な問題が多く入ってきています。しかしながら、特別

養護老人ホーム等の待機は 200～300人の老健の方も同様です。被災して 1年目ぐらいは優先的

に入所させていただいておりましたが、今は施設側も「平等です」との対応で、「被災者なので」

の理由が通用しません。入所を待っている間に間になくなる方も多いということ、在宅サービス

でつなぐのも限界があります。今、ご紹介できるところは、サービス付き高齢者住宅です。借上
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げ制度が利用できますので、家賃分は免除で食費と管理料・光熱水費で、7 万円位の負担で入居

できます。介護保険などのサービスも利用でき軽度の方であれば生活はできます。しかし、サー

ビス付き高齢者住宅についての現状を申し上げますと、どんどん特養の代わりの造られています

が医療依存度が高くなったり、介護が重度になると専門職を配置していないので施設の対応が追

い付かない状態にで退去を迫らせたり、行き場がない状況になっています。入所を待っている間

になくなる方も多いということ、在宅サービスでつなぐのも限界があります。家族の世帯分離や

狭い住宅事業で家族の介護が難しくなっています。先程、田中も申し上げた通り施設の建設の是

非、早急に進めていただけたらと思います。これから、双葉町でも施設開設にあたり、奨学金等

の支援で人材育成をし、双葉に戻って働いてもらえるような制度を作っていただけたらと思いま

す。 

【間野 博 委員長】 

 はい、ありがとうございました。保健・医療・福祉体制の確保についてということで、他にあ

りますか。よろしいですか。 

【川原 光義 委員】 

 県の方の人に聞きたいのですが、今の県の復興予算中で絆事業ということで、各集会所に 2人

ないし 3人配置されてお金をいただいて活動しているのですが、復興交流員との関係はどんな感

じなのでしょうか。絆事業で配置されているのは 4月以降はなくなるのでしょうか。お聞きした

いのですが。 

【福島県避難地域復興局生活拠点課 渡邉 隆幸 主任主査】 

   県の生活拠点課の渡邉です。絆づくり事業については、今仮設住宅の方の支援ということでい

ろいろ活用している所ですけれども、それはそのままできる限り継続をしていくと。あの事業自

体が雇用対策という側面があるので、1年ごとの仕切りで継続していく形なのです。復興公営住

宅のところで我々の方で考えている交流員については、ある程度財源が安定しているところのも

のでやっていきたいと考えています。並行して並列でやっていきたいと思います。その中で我々

も先ほど説明しましたが、周辺にお住まいの方で避難されている方の交流も大事だと思っている

ので、当然絆づくり応援事業の支援員の方とは、情報交換しながらうまく交流活動をやっていき

たいと思います。 

【川原 光義 委員】 

   今の説明で、集会所にいる絆事業の人員は雇用対策でやっているのだと。雇用対策というのは、

避難者に対する雇用対策なのでしょうか。私は福島ですが、福島市民に対する雇用対策なのでし

ょうか。 

【福島県避難地域復興局生活拠点課 渡邉 隆幸 主任主査】 

   求職されている方を雇っているということなのですが、今回の絆づくり応援事業の支援員の方

のほとんどが、被災されています。同じ仮設住宅でお住まいの方が採用されたりすることが多い

という状況です。 

【川原 光義 委員】 

 そうじゃないから、質問しているのだ。福島市民に対するものですか。 

【福島県避難地域復興局生活拠点課 渡邉 隆幸 主任主査】 
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 そういう場合もありますが、求人と求職の関係でそうなっていることかと思います。被災され

ている避難されている方が雇われている場合が当然多いです。 

【間野 博 委員長】 

   はい。ということで、よろしいでしょうか。それでは、次に行きたいと思います。（3）、18ペ

ージです。教育環境の確保ということで、ここでは 5つ挙がっております。教育関係の方でまだ

ご発言されていない方が何人かいらっしゃいますので、ぜひご発言をお願いしたいと思います。 

【半谷 淳 教育長】 

   教育長の半谷です。前回の委員会で、岡田委員から、町の教育ビジョンの具体策を示していく

べきだと。そうする中で学校再開の PRにもなるし、生徒もそれによって増やしていけるのでは

ないかというご意見がありました。実は、11月より町のホームページに「教育長メッセージ」と

言う形で、それまで 4回ほどホームページに町の教育の具体策を載せておりました。ですが、よ

りはっきりと具体策という形で示した方がよいということですので、それ以降 5回、6回目につ

いては、私のメッセージ「町の教育具体策」という形で載せております。内容は、我々が進める

べき事業、あるいは読書教育、学力向上、環境整備、少人数教育、英語教育について載せました。

今後はこちらの提言に出ている ICT教育についても触れようと思いますが、今考えている中身は、

生徒、小学生、中学生、教員全員にタブレットを支給しながら新しい校舎の全教室に、壁掛け用

のプロジェクター、電子黒板の機能を持たせたホワイトボード等を教室の設備として考えていま

す。その下に大学や教育支援 NPO との連携ですが、こちらは、すでにアメリカンスクール、イ

ンド人学校の方から、ぜひ今後連携をしたいという申し出があります。ご存じのように南台の仮

設集会所では、10 月より学習会、小中学生を対象に実施していまして、人数もこの間少しずつ

増えて、充実した学習会が催されています。 

最後に先ほど松本校長先生の方から、ふるさとの歴史文化を取り入れるということですが、こ

れは双葉郡内の教育長の連携によりまして、郡内の小中学校全体でふるさと学習を位置づけよう

と。中身としましては、それぞれの町の文化・歴史、今回の震災についての学習、放射線教育、

さらには子供達に復興へのビジョンを子供達自身に考えさせようということが確認されていま

す。同時に、選ばれた生徒が発表する機会も位置づけようと検討しています。 

【間野 博 委員長】 

   はい。ありがとうございました。提言の中身を、一部は具体的にされているということです。

教育の所では、小畑さんいかがでしょうか。 

【小畑 明美 委員】 

   小畑です。教育関係の方で、先ほどの震災の記憶のそちらの方の部分になってしまうのですが、

私は埼玉加須市の方にいます。今回学校が再開するというお話になった際に、家族でもいろいろ

と話し合った結果、埼玉の方から転校したくないという子供のの気持ちが強いもので、なかなか

双葉の学校に一緒に混ざって学習できるということが難しいのが正直で戸惑っている部分がか

なり大きいです。かなり不安の方もあるのが現状です。現在、加須の方にも子供達がかなり多い

ものですから、お母さんのお話を聞くと不安がいっぱいだということが現実です。 

先ほどの震災記録の件だったのですが、私が思ったことは、埼玉で県外の状況は、福島県内の

状況は分からないのですが、埼玉の方では、今現在うちの息子は騎西小学校にいます。「3．11
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会」といって、震災の体験というか、そういう経験の発表する「3．11 会」があります。以前、

去年だったのですが、私もよその埼玉の小学校で「3．11 会」のトークセッションというのに、

ご招待されて、体験の話をしました。そういうことを体験させていただいて、震災記録というこ

とで、そういうのも必要かなと思いました。小学生に、騎西小学校に子供が多かったものですか

ら、震災の体験を作文に書かせて、文集を作成しました。そういうことで、今回の震災記録とい

うことで、子供達に記憶の薄れないうちに作っておくのもよいかなと思いました。以上です。 

【間野 博 委員長】 

   ありがとうございます。本当に子供たちが参加するような、震災記録ですね、これ非常に大事

だと思います。中谷さんいかがでしょうか。 

【中谷 博子 委員】 

   中谷と申します。先程の半谷教育長の、今回の双葉町立学校に関する具体的なビジョンをホー

ムページで拝見させて頂いておりますが、本当に魅力のある学校だと思っています。すごく特色

もあり、子どもたちをこの学校で学ばせることが出来たらどんなにいいだろうと思います。です

が、子どもたちが現在の小学校に馴染んでいるため、通わせることができないという残念な思い

が強くあります。そこでお願いしたのは、現在も南台の仮設住宅敷地内で学習会が開催されてい

ることは知っていますが、自宅から距離があり、私も仕事をしているため、子どもをそちらへ連

れて行くことができないという現実があるので、そういった足の面や今後学校が再開されればい

ろいろな行事等があると思いますが、そういったものに、町立学校に入っていない子どもたちも

参加できる機会を是非とって頂ければと思っています。よろしくお願いします。 

 

【間野 博 委員長】 

 お二人とも避難先の方の学校に入っている子供のフォローを何か考えてほしいということか

と思います。 

【半谷 淳 教育長】 

 中谷さんのご意見で、学習会になかなか距離が離れていて参加できないということですが、今

後町立学校を一応 7月末に校舎完成ということですが、可能な限り早めるように最大限の努力を

しています。校舎が錦町の方にできましたら、その校舎を使っての新たな学習会も今後南台はそ

のまま継続しながら、新たな校舎での学習会というものも今後検討したいです。学校行事その他

のイベントで、区域外就学しているいわき、その他の子供達も参加できるようにということです

が、とてもよいアイディアだと思いますので、ぜひそういう方向で実現していきたいと考えてい

ます。以上です。 

【間野 博 委員長】 

 はい。ありがとうございます。山本さんいかがでしょうか。 

【山本 眞理子 委員】 

 さきほど中谷さんの話にもあったのですが、ホームページの半谷教育長さんの熱いメッセージ

を私も毎回見させていただいて、すごく熱意が伝わってきますの。委員のみなさんもぜひ目を通

していただきたいと思います。前の話に戻りますが、次年度の計画をいろいろ練っていると思い

ますが、一つでも何か目に見えるものを一日でも早く取り組んでほしいなと思います。 
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その中でタブレットは、前から話があったと思うので、そのタブレット端末についての導入を

近々検討されているかどうかをお聞きしたいです。よろしくお願いします。 

【間野 博 委員長】 

 いかがでしょうか。 

【平岩 邦弘 秘書広報課長】 

 秘書広報課長の平岩と申します。タブレットのお話がありました。先ほどのコミュニティの維

持とかでもタブレットの話が出ておりましたが、委員会での審議、提言を受けて、町でもしっか

り検討していきたいと考えております。 

【間野 博 委員長】 

 ということで、この提言を受けて、検討するということです。よろしいでしょうか。 

【長林 久夫 委員】 

 今のお話をお伺いしますと、この提言は対象は町民全体でこれから生徒になる方も含めて掲げ

ていることかと思います。これだけ見ると、①が少人数学級を活かしたということで見ていくと、

先ほどのいわきとか郡山とか復興住宅を中心にした学校のところにも見えてくるので、全体をう

まく包括しているような書き方・並び方にした方がよろしいかと思います。これはどういう所を

対象としてお書きになったのでしょうか。例えば、大学、教育、NPO と書かれていると、どう

いうところでこういうものと考えると、ある程度双葉町の生徒さんが集約されている中で、こう

いうものをやるのだと読み取れるのですが、これは域外の方の生徒さん達もこういう中での教育

を受けられるのかどうかということが、ちょっと読み取れないのですが、いかがでしょうか。 

【事務局 駒田 義誌】 

 ここでの提言案の整理としましては、確かに言葉足らずの点があったのかと思います。1点目

の少人数を生かした教育の充実ということは、これは今年 4月に再開する学校を念頭に置いてい

ます。いわき、錦町に再開する学校を念頭に置いて書いています。2 点目もどちらかというと、

教育環境の提供も同様です。一方で、3 点目の学習支援の話は、学校に行っている人に限らず、

ある程度子供がいる所全体を対象としていくという考え方です。4点目の就学支援は、すべから

く区域外就学をしている子供全体に対する支援です。5点目も同様で、区域外就学している子供

を含めた子供達の集いの場を親の交流の場にしていこうということで、それぞれ若干対象の範囲

が異なっていますので、言葉の整理が必要なのか、と長林委員のご指摘を踏まえて思いました。

その辺は最後のとりまとめで委員長と相談したいです。 

【間野 博 委員長】  

 時間が押してきておりますので、とりあえず教育環境の確保についてというところは、この辺

で終わりまして、最後の雇用の確保、事業再開支援についてということで、提言としては 4つ挙

がっております。ここでは農業関係で石田さんにご発言をお願いしたいと思います。 

【石田 恵美 委員】 

   石田です。双葉町の名産品の復活支援ということになって書いてあるのですが、双葉町で作っ

ていたものを、今ここで作るのは無理があるのではないかと思いますがいかがでしょうか。 

【大橋 利一 産業建設課長】 

   産業建設課長の大橋と申します。ただいまの件ですが、ご承知のとおり、観光協会が避難する
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前に機能していましたが、残念ながらこういう状況の中で機能していません。ここ 3年間のダル

マ市とか、イベントとか開催されています。復興支援の物産展がございまして、その中でも町に

対する出店依頼がきております。その中で当町では、まだ復活していません。ご存じの通りダル

マおやきをやっておりましたので、そろそろ復活していこうということで、なんとか取り組むよ

うに検討している状況です。 

【石田 恵美 委員】 

   名産品の復活ということに対して、双葉町の農協、女性部ではダルマを作って絵付けをしてい

るものですから、このたびのダルマ市の時にも絵付けをして販売しました。それに対して物産展

にも出店できませんか、という要望もあるのですが、今のところ会員もバラバラでして、集まっ

て作るところとかというようなこともなかなか無理なこともあるので、そこら辺も協力していた

だいて、町の方でも後押しをしていただければ、少しはお役に立つことができるのかと思ってい

ます。以上です。 

【間野 博 委員長】 

   はい。ありがとうございました。他、雇用の確保、事業再開支援についてということで、何か

ございませんでしょうか。 

【菅本 洋 委員】 

   私の方の浜野地区と両竹地区の分科会の中で、跡地問題ということで議題がありまして、太陽

光発電ということで話があったのですが、いろんな情勢を考えますと、この地域にはそればかり

でもいけないかなということも思うわけです。なぜかと言いますと、この地域には去年の 3 月

29日。東京の八重洲口で政府の方達と役場の伊澤町長さん、その他関係の方が出席された中で、

お話ししたのですが、この地域にエネルギーの研究所とか、学園を造ってほしいと、いうことを

その時にお願いはしたわけなのです。そして、この発電所と除染された土とか、そういう放射線

物質が教材として山ほどあるのです。これほど条件のよいところはないと思います。まして双葉

町の中、浜野というところは、平坦です。ですから、国の方と県の方にも、早急にできればお願

いしたいことは、農地をいち早く解除してもらって、転換ですね。宅地転換。どうせ太陽光発電

作るにしても、転換しないとできないです。ですから、そういうことを一日も早く、それ以上で

もなんでもですから、できれば早くしてほしい。その学園都市を造ることによって、世界中の原

発に関しての今、原発問題も廃炉の問題、これは別会社にすると今朝報道がありましたけれど、

その面において、これ世界に誇るものができるのではないか。そうすることによって、我々もや

がて生活する場所がそこにできるのではないかと思うのです。何年後になるか分かりませんよ。

けれどやっぱりそういう夢も必要じゃないかと思うのです。 

【間野 博 委員長】 

   分かりました。4月以降の第二期の議論では、まさしくそのあたりのことをしなくてはならな

いと思います。その時にまた改めて。 

【岩本 千夏 委員】 

   特段よいのですが。時間も押していて。せっかくおやきの件を話していたので。私、双葉町を

PR するために、ゆるキャラづくりを町でやったらいいと思ったのです。「ふなっしー」という、

船橋市です。ダルマちゃんいます。絶対起き上がるダルマとかで、ダルマちゃんと一緒に PRで
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きたらと思います。あと、マリンハウスで「マリンちゃん」とか、清戸さくで「キヨッシー」と

かそういうのもいろいろあるので。本当なら、住民が立ち上がればよいのだろうけど、なかなか

そういう余裕も無いので、どうでしょう。町で考えてみたら。以上です。 

【間野 博 委員長】 

 これは、やろうと思えばすぐにできそうですから、ぜひ。 

【平岩 邦弘 秘書広報課長】 

 平岩です。今のゆるキャラという話がありました。今、町の方では、こういった復興推進委員

会で復興に向けた議論をしていますが、町全体で復興の機運を高めるために、復興のキャッチフ

レーズ、ロゴマークの策定に向けて準備を進めています。委員の皆様にもご意見をいただく機会

があると思いますので、その際にはよろしくお願いします。 

【間野 博 委員長】 

   その辺の一環でゆるキャラをぜひ検討していただくということで。進行がまずくてもう 15 分

になってしまいました。これで一応 3つのテーマについて 1つずつ見てきましたが、3つ目のい

わゆる生活再建のところについて、全体として何か漏れていた意見があれば、出していただきた

いのですが。  

【高田 秀文 委員】 

   今日、国の機関も来ているということなので、国の方にお願いしたいのですが、先ほど拠点づ

くりというかきずなづくりで、私いつも言っているようにせんだんカフェ広場というものを作っ

ていますが、維持しているのが大変です。予算も、以前お話ししたように、私が民間の企業にお

願いして、数百万という予算を立ててもらったのですが、これは町の方に、なんとか町で運営し

てもらえないかということで、今担当課長とお話ししていて、その中で復興加速事業という、国

の方であって、その中でもしかしたらできるというお話もいただいていて、お話の中で、いち自

治会なので、予算はあくまでも町に入ってしまって、私達はあくまでも町の運営としてやってい

くということなのですが、やはり使い勝手があまりにも悪すぎるのですね。国の予算で税金なの

で当たり前だと思うのですが、こういう状況の中でもう少し私たちが自治会を運営していく、絆

サロンとか各地域にもできると思うのですが、もうちょっと私達が自由に、税金ですからきちっ

とした使い方をしますが、国の方にゆるい基準で、使わせていただけるような予算を、ぜひ立て

てもらいたいと思います。 

【間野 博 委員長】 

   それは要望ということでお聞きしておきたいと思います。副委員長、何かありますか。第 3の

生活再建のところです。 

【伊藤 哲雄 副委員長】 

   長時間にわたりまして、今日の会議、みなさんから出されましたことを今後の提言書として第

1回目のとりまとめをしまして、26年度の着手するまで進めたいと思います。次回ですが、来年

度になりますけど、今日みなさんから出た復興・帰還に向けて、本論に入って実際にどういう期

間で復興できるのかというのをみなさんと模索しながらやっていきたいと思いますので、その辺

よろしくお願いしたいと思います。本日はご苦労様でした。 

【高野 陽子 副委員長】 
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 今日はお疲れ様でした。今提言がいろいろありました。これから最終的にまとめる形になると

思うのですが、次の実行する時に形の見えるものにしないと、この会議が何もならないので、提

案も提言も実行しやすい形の提言にまとめられたらよいと思いながらみなさんの意見を聞いて

いました。ありがとうございます。 

【間野 博 委員長】 

 最後に学識経験者の方から、最後の第 3のテーマ、生活再建及び今日の全体を通じて何かあり

ましたら出していただきたいと思います。 

【大月 敏雄 委員】 

 今回は、来年から具体的にやっていくということに焦点を当てられておりますが、やはり緊急

にやらなくてはならないのは、いろいろなところへのアピールと思います。アピールは非常に時

間が、国とか県とかに対してかかるのですが、常に何をアピールしないといけないかということ

も、それも緊急だと思いますので、その辺をよろしくお願いします。  

【間野 博 委員長】 

 それで、実は、1つ課題が残っておりまして、芥川委員から優先順位をつけなくてはいけない

のではないか、という話がありました。これについて、この今回の第 1期の提言というのは、町

の方で作られる事業計画、その中に推進委員会としての提言を盛り込んでもらおうという形でス

タートしてきているわけですが、そのあたり、事務局の方の捉え方というか、そのあたりの見解

をお伺いしたいと思います。 

【事務局 駒田 義誌】 

 その意味では、今回おまとめいただくこの提言というのは、来年度以降、町として近々に強化

していくべきこと。これ以外にやらなくてはならないことはたくさんあると理解しておりますが、

強化すべきことは今回載っているものがある程度優先順位が高いものとして町として受け止め

ておきたいと思っています。そのうち 26 年度できるのか、実際の事業化、予算化するには国、

関係機関との検討が必要なものがあると思います。そのあたりは、この提言をいただいた後、町

の執行部の方で、担当課長とよくよく議論を重ねながら予算化に向けて取り組みたいと思ってい

ます。そういう位置づけで提言を受け止めたいと思っております。 

【間野 博 委員長】 

 ということですが、みなさんこれでよろしいですか。この委員会の位置づけということになる

のですが。 

【長林 久夫 委員】 

 今委員の先生方が言われた中で、最後に生きるのはこの提言なのですね。ですから、ぜひ各方

部にお戻りになられた時に、提言に抜けが無いか。これに載っていないと、制度を作る時に漏れ

てしまうのですね。逆にこれを住民の方とお話いただいて、こういうことが足らないということ

を入れてもらわないといけない。それを具体策に位置づける時に順番が決まってきますので、そ

こだけはご確認をお願いしたいと思います。 

【間野 博 委員長】 

 ということで、実を言うと、今の長林委員の発言を受けてですが、冒頭にお話ししましたよう

に、今日初めてみなさんにお示ししたものですので、ぜひ今日持ち帰って、お話ありましたよう
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に、周辺の住民の方々、ご自身でも思いついた意見がありましたら、追加修正をすべき点、事務

局あてに送っていただきたいです。あまり時間がなくて、次回が 2月 5日でその時にはとりまと

め案と言う形で、まとめなくていけないのであまり時間がないのですが、一応、1週間くらいの

間を追加意見ということで受け付けたいと思いますが、よろしいでしょうか。 

【事務局 駒田 義誌】 

 一番下に、委員あてのお願い文がございますので、これで見ていただければ。もちろんこれ以

外でメールでけっこうです。一番下に委員の皆様にお願い文がありますので、これをご活用くだ

さい。 

【間野 博 委員長】 

 それ以外でもけっこうです。次回の 2月 5日の委員会において、本日審議を行った提言の取り

まとめを行いたいと思います。提言のとりまとめについては、今日のたたき台があります。だい

ぶいろんな意見も出てきております。これについてとりまとめの案を作ることについて、私と 2

人の副委員長にお任せいただきたいと思うのですが、よろしいでしょうか。 

［異議なしと呼ぶ声あり］ 

【間野 博 委員長】 

ありがとうございます。それでは、そのようにさせていただきたいと思います。では、我々

の方で、文案を作成して次回の委員会でご審議をいただいて、次回とりまとめということで、

町の方に提言を提出したいというふうに思います。はい。ありがとうございました。本日の予

定されている議事は以上ですが、他に何かございますか。よろしいですか。 

 

４．閉会 

【間野 博 委員長】 

次回、第 5 回の委員会は 2 月 5 日（水）10 時からということで、午前中予定しています。以

上で、本日の委員会を終了させていただきます。本日は、ありがとうございました。 

 

以上 
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